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編
集
後
記

▼
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
に
出
走
し
ま

し
た
。
フ
ル
は
初
挑
戦
で
し
た
が

当
初
は
快
調
な
ペ
ー
ス
。
し
か
し

13
㎞
ほ
ど
で
脚
を
負
傷
し
、
走
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
歩

き
続
け
た
も
の
29
・
８
㎞
地
点
で

無
念
の
リ
タ
イ
ア
。
で
も
、
本
当

に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
沿
道
の
応

援
に
感
動
し
ま
し
た
。
絶
対
リ
ベ

ン
ジ
し
ま
す
。　
　
　

   　
伊
藤

　
▼
東
京
ド
ー
ム
で
白
龍
を
撮
影
中
、

担
ぎ
手
と
ぶ
つ
か
り
派
手
に
転
ぶ

失
態
。
７
年
間
、
担
ぎ
手
の
邪
魔

だ
け
は
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て

き
た
の
に
、
晴
れ
舞
台
で
や
ら
か

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
客
席
す

ご
く
盛
り
上
が
っ
て
た
よ
」
と
笑

う
ス
タ
ッ
フ
。「
わ
ざ
と
で
す
か

ら
」
な
ん
て
強
が
り
ま
し
た
が
、

ガ
チ
で
す
。
す
み
ま
せ
ん
。
野
中

▼
取
材
の
た
め
、
熊
本
地
震
以
降

立
ち
入
り
禁
止
が
続
く
菊
池
渓
谷

に
入
谷
し
ま
し
た
。
約
２
年
ぶ
り

の
渓
谷
は
雪
景
色
。
清
ら
か
な
水

の
流
れ
は
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
で
、

寒
さ
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ

し
て
来
る
３
月
24
日
か
ら
菊
池
渓

谷
の
オ
ー
プ
ン
が
決
定
！
こ
れ
か

ら
ま
た
春
夏
秋
冬
の
景
色
を
見
る

の
が
楽
し
み
で
す
。　
　
　
松
永

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

2/25 2/26 2/27 2/28 1 2 3
●中央おはなし会
10:30 ～菊中図

7
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）七多セ
■行政無料相談
10:00 ～12:00
七多セ
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～20:00 市民課

４ ５ ６ ８ ９
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

10
●おはなしのもり
10:30 ～菊中図
●しすいっ子童話
会のおはなし会
11:00 ～泗　図

11
◆馬頭琴・ホー
ミーコンサート�
13:00 ～泗　図

12 13
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
■男性介護者のつ
どい�
13:30 ～菊老福

14
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～20:00 市民課

15
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

16
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

17
●中央おはなし会
10:30 ～菊中図
●旭志おはなし会
13:30 ～旭　図
●古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

18
●泗水おたのしみ会
14:00 ～泗　図
◆マティス・ベロイ
ターピアノ・リサイ
タル
15:00 ～泗　ホ
◆きくち音楽まつり
�13:00 ～菊文館

19 20
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
泗支所
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■男女共同参画専
門委員相談�
13:30 ～16:30

（要予約）菊池市役所

21春分の日
◆泗水中吹奏楽部
定期演奏会30�
13:30 ～泗　ホ

22
●1歳6カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

23
●育児教室
９:30 ～10:00

（受付）西部セ
●おはなしの部屋
11:00 ～泗　図
◆菊池地域合同公
売会�
13:00 ～菊文館

24
●しすいっ子童話
会のおはなし会
11:00 ～泗　図
●おはなしのもり
10:30 ～菊中図
◆七城温泉ドーム
21周年感謝祭�
10:00 ～
七城温泉ドーム
◆菊池南中吹奏楽
部第32回定期演奏
会�
14:00 ～菊文館
◆第56回菊池ま
ちづくり道場�
19:00 ～ 松倉邸

25
◆軽トラ朝市
歩き愛です同時開
催
7:30 ～11:30
迎町・中央区・立町
◆七城温泉ドーム
21周年感謝祭�
10:00 ～
七城温泉ドーム
◆第63回熊日菊
池桜マラソン大会 
with 「KUMA　
FUN　RUN」
９:10 ～
菊池市民広場�

28
●1歳6カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■認知症介護家族
のつどい�
13:30 ～15:30
菊老福
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～20:00 市民課

26
●七城おはなし会
11:00 ～七　図
■納税相談夜間窓口
�～30日まで
～20:00 税務課徴
税係

27
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●２歳6カ月児歯
科健診
13:10 ～13:40

（受付）菊文館
■もの忘れ相談会�
13:30 ～16:00

（要予約）高齢支援課

29 30 31
●中央おはなし会
10:30 ～菊中図

4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6
◆くまもと復興映
画祭�～４/８まで
熊本城二の丸広場
他

4/7
◆くまもと復興映
画祭�～４/８まで
菊文館他



「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室まで問い合わせてください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

日本舞踊家

松永 莉奈さん

2 31

Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～

1 月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,349 人 － 44
　 菊池：24,620 人 － 52
　 七城： 5,332 人 － 7
　 旭志： 4,605 人 － 12
　 泗水：14,792 人 27
男　性：23,663 人 － 23
女　性：25,686 人 － 21
世　帯： 19,038 世帯 － 8

年齢別人口 
0 ～
14 歳 6,477 人 13%

15 ～
64 歳 27,218 人 56%

65 歳
以上 15,654 人 31%

Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～
３ 菊池人  松永莉奈さん

４ 熊本県市町村広報担当者による合同特集
熊本、復興の今―

６
フォトリポート
菊池白龍 in ふるさと祭り東京

８ 平成29年度（第29回）くまもと景観賞
築地井手界隈が緑と水の景観賞 受賞！

９ 花のまちづくりガーデニングコンテスト2018

10 市職員の給与・定員管理などを公表します

14
15

平成30年菊池市消防団  出初式
国民年金情報

16
17

シリーズ日本遺産
プラチナ人財育成塾参加報告

18
健康だより
生活リズムは早寝・早起きから
平成30度養生園祭／わくわく健康セミナー／歯ッピーキッズ

20
21

文芸きくち
図書だより

22
23

菊池の宝物／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
韓国発見シリーズ こんにちは金です

24

～

31

情報つう
▼お知らせ
畜産堆肥化施設に係る固定資産税減免が終了します／軽自動車の
廃車・変更・移転手続きはお済みですか／国民健康保険証（マル学
保険証）をご存知ですか／平成30年産から米の需給調整が変わり
ます／保育料に督促料と延滞金が加算されます／スポーツ安全保
険に加入しましょう／保育士修学資金貸付事業／保育士資格を有
している人のための貸付制度／第63回熊日菊池桜マラソン大会
に伴う交通規制／菊池市議会議員一般選挙／菊池市奨学資金貸
付の申請を受け付けます／介護予防ミニ講座／熊本地震災害義
援金／各支所の農政・農業委員会の窓口を移行します／もしもに
備えて応急手当講習へ
▼募集
第30回熊本県シルバースポーツ交流大会参加者募集／第30回熊
本県シルバー作品展作品募集／つまごめ荘嘱託・臨時職員募集／
大牟田医師会看護専門学校三次試験受験者募集／手話奉仕員の
養成事業を受講しませんか／「くまもと家庭教育支援チーム」登録
募集／手話奉仕員の養成事業を受講しませんか／「くまもと家庭
教育支援チーム」登録募集／スマホデビューを応援！スマートフォ
ン体験教室／平成30年度自衛官等募集／「熊本いのちの電話」電
話相談員養成講座受講生募集／菊池市シルバー人材センター臨
時職員募集
▼相談・講演講習
もの忘れ相談会／認知症介護家族のつどい／女性のための総合
相談／男女共同参画専門委員相談／男性介護者のつどい／納税
相談夜間窓口を開設します／労働相談
▼イベント
菊池市市民会館自主事業 林家たい平独演会／七城温泉ドーム21
周年春の感謝祭／玄海竜二一座特別講演／肝炎サロンを開催しま
す／第57回菊池まちづくり道場／きくち音楽まつり／菊池地域合
同公売会／くまもと復興映画祭 powered by 菊池映画祭
市民の広場

32
33

地域おこし協力隊通信／菊池の企業
菊池っ子だより

34 TOPICS～まちの話題～
38
39

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

　繊細かつしなやかな動きと、曲の
場面を想像させる表情。美しく優雅
な舞いが見る者を惹きつける。「舞
台に立つとスイッチが入って、ナル
シストになっちゃうんです」と笑う。
観客との距離や人数で踊り方や視線
を変えるなど工夫を凝らす。
　きっかけは５歳のとき。日本舞踊
を習う祖母の稽古を見学中、「扇子
や着物がきれいで、自分も踊ってみ
たくなった」。独特のしきたりを持
つ世界。小学校で同級生との感覚の
違いにとまどう時期もあった。「悩
んでいる私を見た友人が『踊ってい
る姿がかっこよかったよ』と言って
くれたんです。その言葉で迷いは無
くなりました」とそれからいっそう
稽古に励んだ。
　藤間流の勘右衛門派では当時最年
少の 13歳で名取に。「藤

ふじ

間
ま

きみ奈
な

」
の名をもらい、各地で普及活動を行
う。「日本舞踊には、西洋文化とは
異なった日本人だからこそ出せる色
気やはかなさの表現がある」。外国
人の前で披露したり、着物の試着や
扇子の使い方を教えたりするなど、
海外にも魅力を発信。大学入学後
は子どもたちに稽古をつけ始めた。
「日本舞踊って若者の知名度が低く、
なかなか触れるきっかけが無いんで
す。一人でも魅力に気づいてくれた
らうれしいですね」
　将来は振り付けも学ぶ予定だ。「少
しでも身近に感じてもらえるよう、
洋楽やバラード、ポップミュージッ
クなどを使った新しい日本舞踊にも
チャレンジしたい」。伝統文化の若
き担い手として舞い続ける。

日
本
舞
踊
の
魅
力
を
伝
え
た
い

Profile　まつなが・りな
平成8年7月2日生。熊本
学園大学商学部の３年生。
趣味は旅行や観劇。さま
ざまなものを見て視野を
広げ、自分の感性に生かし
ている。尾足区在住。21歳。

今月の表紙
毎年１月に東京ドームで開
催される「ふるさと祭り東
京」。大規模な全国各地の
物産展で、10 日間で約 40
万人が訪れます。そのビッ
グイベントに菊池白龍が初
出演。青森ねぶた祭りの山
車と並び、迫力満点の演舞
を披露しました。今、菊池
白龍の人気が全国に広がっ
ています。（関連〇ページ）

大切な情報を確実に受け取るスマホアプリ

「きくち防災・行政ナビ」の主な特徴

きくち防災・行政ナビ
好評配信中です！
　防災無線や戸別受信機からの情報を日常・災害時問わ
ず、普段お使いのスマートフォンやタブレット端末を利用し
て、確実に受け取れるアプリケーションを配布しています。
ぜひ、ダウンロードしてご利用ください。

音声だけでなく、防災無線などの情報を文
字や画像を使って見ることができます。

普段お使いのスマートフォンやタブレットを
利用するため、自宅や外出先で情報を確認
できます。

消防署と連携し火災情報も配信できるようになりました。※デタポ
ンは4月から使えなくなります。

GooglePlayやApp Storeで「きくち防
災」と検索し、ダウンロードしてください。
上記のQRコードを読み取ると便利です。

繰り返し、何度でも情報を確認できます。

文字・音声・画像で

いつでも、どこでも

火災情報のお知らせも即時配信

何度でも

ダウンロードはこちらから

【問合わせ先】 防災交通課 ☎0968（25）7203
※デタポンに関しては市長公室 ☎0968（25）7252

Android用 iPhone用

1_憧れの藤
ふじ

間
ま

きみ藤
ふじ

師匠との稽古　2_日本舞踊への思いを語った「女子学生『夢』日
本語スピーチコンテスト」でグランプリを受賞。カンボジアでは英語で発表した　3_旭
志の川辺コミュニティセンターで子どもたちに稽古をつける。「恋愛相談に乗ることもあ
ります。楽しみながら続けてほしい」
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風
評
被
害
に
負
け
な
い

　
「
地
震
後
、
２
週
間
ほ
ど
は
道

路
や
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
使
え
ず
、観
光
施
設
は
休
業
状

態
で
し
た
」と
阿
蘇
市
観
光
協
会

の
稲
吉
淳
一
会
長
は
振
り
返
り
ま

す
。
営
業
を
再
開
で
き
て
も
、風

評
被
害
が
広
が
り
集
客
に
苦
労
し

た
そ
う
で
す
。
客
足
を
取
り
戻
す

た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て「
阿
蘇
は
安
全
で
す
よ
」と
正

し
い
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、

観
光
客
数
は
地
震
前
の
５
～
７
割

し
か
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
最
近
の
観
光
客
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
情
報
を
集
め
る
人
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
そ
の
人
た
ち
に
足

修
復
中
の
熊
本
城
を
見
て
ほ
し
い

　
「
本
丸
の
中
に
入
れ
な
い
か
ら
、

ガ
イ
ド
そ
の
も
の
が
無
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
」

　

そ
う
話
す
の
は「
く
ま
も
と
よ

か
と
こ
案
内
人
の
会
」副
会
長
の

多
堀
亞
夫
さ
ん
。
熊
本
地
震
で
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
仕
事

に
も
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
以
前
は
天
守
閣
や
宇
土
櫓
、

本
丸
御
殿
な
ど
を
中
心
に
案
内
し

て
い
ま
し
た
が
、今
案
内
で
き
る

の
は
城
の
外
回
り
だ
け
。
そ
れ
で

も
た
く
さ
ん
の
人
が
城
の
修
復
状

況
を
見
に
来
て
く
れ
ま
す
」

　
ガ
イ
ド
の
申
し
込
み
が
あ
れ
ば

で
き
る
だ
け
断
ら
な
い
と
話
す
多

堀
さ
ん
。
そ
の
姿
勢
の
裏
に
は
、

復
興
を
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
へ

の
感
謝
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
被
害
と
修
復
の
状
況
を
今
こ

そ
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

天
守
閣
を
覆
う
シ
ー
ト
は
網
目
状

で
、中
の
作
業
状
況
が
見
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
復
興
過
程
を
見

て
も
ら
い
、歴
史
や
文
化
に
触
れ

な
が
ら
熊
本
ら
し
い
案
内
を
す
る

こ
と
が
、支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん

へ
の
恩
返
し
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

１_倒壊した拝殿（阿蘇神社） ２_崩落した阿蘇大
橋と土砂崩れの跡（南阿蘇村） ３_地盤沈下で寸
断された道路も現在は通行できる（阿蘇市）

1

3

１_複数箇所で石垣が損壊（写真は戌亥櫓） ２_修
復中の熊本城を案内するボランティアガイド  ３_
同じ位置に復元するため整理された崩れた石垣

1

23

2

を
運
ん
で
も
ら
う
に
は
、信
頼
度

の
高
い
口
コ
ミ
情
報
が
最
も
効
果

的
」と
稲
吉
会
長
は
説
明
し
ま
す
。

　
「
県
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
阿
蘇

に
来
て
く
だ
さ
い
。
自
然
も
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
が
、

生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
す
る
生
命
力

が
感
じ
ら
れ
、以
前
と
は
違
っ
た

表
情
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
見

た
景
色
や
感
動
の
思
い
を
、私
た

ち
と
一
緒
に
発
信
し
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
」

ボランティアガイド
多

た

堀
ぼり

亞
つぐ

夫
お

さん

阿蘇市観光協会会長
稲
いな

吉
よし

淳
じゅん

一
いち

さん

熊本県市町村広報担当者による合同特集

熊
本
地
震
に
よ
る

被
害
と
そ
の
後

　

全
国
に
誇
る
名
城
熊
本
城
、噴

煙
が
地
球
の
息
吹
を
感
じ
る
阿
蘇

山
、美
し
い
島
々
が
織
り
成
す
天

草
の
景
色
…
…
。
名
高
い
景
勝
地

に
恵
ま
れ
た
熊
本
県
は
、国
内
外

か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
観
光

地
で
す
。

　
平
成
27
年
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
旅
行
券
が
発
行
さ
れ
、万
田
坑

（
荒
尾
市
）と
三
角
西
港（
宇
城
市
）

が
世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
と
、

宿
泊
客
数
が
過
去
10
年
で
最
高
を

記
録
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、一
昨
年
４
月
に
熊

本
地
震
が
発
生
。
熊
本
城
が
大
き

く
損
壊
し
、阿
蘇
大
橋
の
崩
落
な

ど
観
光
地
で
も
甚
大
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
地
震
か
ら
１
年
が
過

ぎ
る
と
、被
災
し
た
観
光
施
設
や

宿
泊
施
設
が
少
し
ず
つ
営
業
を
再

開
。
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
Ｐ
Ｒ

施
策
に
よ
り
観
光
客
数
は
徐
々
に

回
復
し
て
き
た
も
の
の
、地
震
前

の
水
準
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん（
表

１
）。

　

地
域
経
済
を
活
性
化
し
復
興

を
加
速
す
る
た
め
に
は
、観
光
客

の
誘
致
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

大
き
な
被
害
を
受
け
た
熊
本
城
や

阿
蘇
地
域
は
、熊
本
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
言
え
る
場
所
。
後
世
に
残
し
、

郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
た

め
に
も
、観
光
地
の
復
興
は
大
切

な
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、平
成
29
年
に

熊
本
城
を
訪
れ
た
観
光
客
が
、９

年
ぶ
り
に
２
０
０
万
人
を
突
破
す

る
な
ど
、明
る
い
話
題
も
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
深
い
傷
跡
が
残
る

場
所
に「
現
状
を
知
り
た
い
、応

援
し
た
い
」と
い
う
人
々
が
続
々

と
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
、観
光
地
の
現
状
と
魅
力
を

伝
え
る
県
民
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

県観光客の推移 （表１）

平成28年４月の地震で大きな被害を受けた熊本県。
被災地では着々と復興が進んでおり、観光客の出足
も戻りつつあります。
今回の特集では、観光地で復興に向けて頑張ってい
る人たちの「今」を伝えます。

熊本、復興の今―

春のくまもとお城まつり

火振り神事

【期  間】
【ところ】

【と き】
【ところ】

【問い合わせ先】
熊本城総合事務所　☎096（352）5900
※詳しくは、くまもとお城まつりのホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】阿蘇神社　☎0967（22）0064

3月3日㈯～25日㈰
熊本城二の丸芝生広場および周辺

3月17日㈯ 午後６時～８時
阿蘇神社

熊本地震発生

一
人
一
人
が
正
確
な
情
報
発
信
を

　

取
材
を
と
お
し
て
、観
光
地
の

人
々
の
復
興
に
か
け
る
ひ
た
む
き

な
姿
勢
と
深
い
郷
土
愛
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
熊
本
城
も

阿
蘇
地
域
も
、こ
う
し
た
人
々
の

思
い
を
糧
に
、少
し
ず
つ
元
の
姿

を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
か
ら
約
２
年
、復
興

は
道
半
ば
で
す
。
私
た
ち
一
人
一

人
が
被
災
地
の
現
状
を
知
り
、正

し
い
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と

も
復
興
の
力
に
な
り
ま
す
。
古
里

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
み
次
世
代

へ
受
け
継
ぐ
こ
と
が
、明
る
い
未

来
を
つ
く
る「
創
造
的
復
興
」へ

の
近
道
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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１
１
０
人
で
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
県
外
で
の
公
演
は
、平
成
28
年
に
行
わ
れ
た

東
京
浅
草
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
、大
人
気
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ「
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
」

の
ラ
イ
ブ
に
続
き
３
回
目
。
今
回
は
２
日
間
で

20
分
×
４
回
の
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
同
時
に

舞
台
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
と
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー

ン
の
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
本
市
の
Ｐ
Ｒ
動

画
を
上
映
。
会
場
か
ら
は「
か
っ
こ
よ
か
っ
た

よ
」「
菊
池
に
遊
び
に
行
く
ね
」「
地
震
大
変
だ
け

ど
頑
張
っ
て
」な
ど
の
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
の
物
産
ブ
ー
ス
で
は
、菊
池
白
龍
會
の

メ
ン
バ
ー
と
ス
タ
ッ
フ
が
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
り
、菊
池
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

1_初の東京ドーム公演 2.3_商工会の笠愛一郎会長と江頭実市長が菊池市をPR 4_公演後には感謝
の思いを込めて餅投げ 5.12_２頭の白龍が迫力の演舞を披露 6.9.13.14_外国人も担ぎ手に参加。男
女力を一つに白龍に命を吹き込んだ 7_巨大スクリーンではPR動画を上映 8_東京ドームホテルのロビー
に完成したばかりの若龍を展示 10.11_来場者でにぎわう物産展。本市からは「肥後俵屋」が出店した

3 289

11 10 4

1

67

5

菊
池
白
龍
が
東
京
ド
ー
ム
で
大
暴
れ

　
日
本
の“
元
気
”と“
う
ま
い
”が
集
ま
る
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
２
０
１
８
」

が
１
月
12
日
か
ら
21
日
ま
で
の
10
日
間
、東
京

ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、菊
池
夏
ま
つ
り
で
お
な

じ
み
の
菊
池
白
龍
が
出
演
し
ま
し
た
。
延
べ
約

40
万
人
が
集
ま
る
祭
典
で
、全
国
の
物
産
・
グ

ル
メ
の
ほ
か
、「
青
森
ね
ぶ
た
」や「
高
知
よ
さ

こ
い
」な
ど
、有
名
な
祭
り
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

　
週
末
の
会
場
は
熱
気
が
渦
巻
く
ほ
ど
の
満
員

御
礼
。
菊
池
白
龍
會
の
メ
ン
バ
ー
や
ス
タ
ッ
フ

が
、昨
年
の
菊
池
夏
ま
つ
り
に
も
参
加
し
た
琉

球
舞
団
昇
龍
祭
太
鼓
の
皆
さ
ん
と
合
流
し
、約

12

1314
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く
ま
も
と
景
観
賞
は
地
域
の
歴
史
、

生
活
文
化
、
自
然
な
ど
を
活
用
し
、

良
好
な
景
観
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
団
体
や
地
域
な
ど
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
県
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
2
月
7
日
に
県
庁
で
行
わ
れ
た

表
彰
式
に
は
前ま

え

川か
わ

浩ひ
ろ

賢ま
さ

区
長
（
亘
）

と
髙た

か

村む
ら

信し
ん

市い
ち

区
長
（
築
地
）
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
築
地
区
か
ら
亘
区
周
辺
で
は
、
築

地
井
手
の
水
の
流
れ
と
隣
接
す
る
集

落
が
織
り
成
す
風
情
あ
る
景
観
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周
囲
に
は

築
地
井
手
を
造
っ
た
と
さ
れ
る
加か

藤と
う

清き
よ

正ま
さ

公
の
大
正
時
代
の
像
や
、
菊
池

一
族
の
時
代
の
輪わ

足た
る

山ざ
ん

東と
う

福ふ
く

寺じ

、
22

代
菊き

く

池ち

能よ
し

運ゆ
き

の
墓
な
ど
が
あ
り
、
歴

史
的
情
緒
も
楽
し
め
ま
す
。

　
築
地
井
手
周
辺
で
は
、
３
年
前
か

ら
地
域
住
民
が
自
分
た
ち
の
手
で
竹

林
整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
景
観
を
向
上
さ
せ
る
地
域
で
の
取

り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

県庁で行われた授賞式。右
から髙村区長と前川区長

築
つい

地
じ

井手界隈（亘区・築地区周辺）が
緑と水の景観賞 受賞！

輪足山東福寺（亘）地域住民による作業 加藤清正公の像（亘）

平成19年度 緑と水の景観賞

赤星集落 ～水路のある風景～（赤星）

平成21年度 地域景観賞

将軍木と松囃子御能場界隈（隈府）

平成６年度 さわやか街かど賞

上田金物店（隈府）

平成25年度 部門賞地域景観賞

憩いの森公園（吉富）

平成10年度 テーマ賞「やさしさのある景観」

鴨川河畔公園（甲佐）

市内でこれまでに「くまもと景観賞」
を受賞した5カ所を紹介します。

これまでに受賞した
景観
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市職員の給与・定員管理などを公表します

①一般行政職
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

菊池市 42.2 歳 320,400 円 344,634 円 
熊本県 43.3 歳 340,459 円 367,148 円 

国 43.6 歳 331,816 円 410,984 円 

②技能労務職
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

菊池市 43.3 歳 293,000 円 302,607 円
うち学校給食員 55.2 歳 342,400 円 350,000 円

うちその他の技能労務職 42.1 歳 288,000 円 297,826 円
熊本県 51.7 歳 336,587 円 351,992 円

国 50.4 歳 287,447 円 329,358 円

▼（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 28 年４月１日現在）
区分 経験年数 10 年 経験年数 20 年 経験年数 25 年 経験年数 30 年

一般行政職
大学卒 275,800 円 359,700 円 387,600 円 408,400 円
高校卒 234,900 円 338,100 円 365,600 円 391,000 円

技能労務職 高校卒 226,900 円 320,900 円 333,200 円 336,300 円

▼（６）職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数Ａ
給与費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ
平成 28 年度 381 人 1,449,806 千円 326,771 千円 558,096 千円 2,334,673 千円

※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数は、平成 28 年４月１日現在の人数です。

▼（７）一般行政職の級別職員数などの状況（平成 28 年４月１日現在）

標準的な
職務内容

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計

主事・技師 主事・技師 係長・参事
主任

課長補佐
係長・参事

課長・審議員
課長補佐

部長・次長
課長 部長

職員数（人） 30 43 88 113 50 23 ６ 353
構成比（％） 8.5 12.2 24.9 32.0 14.2 6.5 1.7 100.0 
※菊池市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

▼（５）退職手当の状況（平成 28 年４月１日現在）

勤務年数
菊池市 国

支給率（月数） 支給率（月数）
自己都合 応募認定・定年 自己都合 応募認定・定年

勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分 41.325 月分 49.59 月分
最高限度額 49.59 月分 49.59 月分 49.59 月分 49.59 月分
平均支給額 3,155 千円 22,280 千円 ー ー

※退職手当の 1 人当たり平均支給額は、平成 28 年度に退職した職員に支給された平均額です。

▼（４）職員手当の状況（平成 28 年４月１日現在）
手当名 内容及び支給単価 国

扶養手当 配偶者 13,000 円、その他の扶養親族１人 6,500 円（配偶者がいない場合 11,000 円）、  
加算措置 16 歳～ 22 歳までの間にある子１人につき 5,000 円加算 同じ

住居手当 借家の場合 27,000 円まで 同じ

通勤手当 自動車などを利用する場合（距離に応じて）2,000 円～ 31,600 円、バスなどを使用する場合 
（運賃に応じて）55,000 円まで 同じ

管理職手当 管理監督の地位にある職員、部長 55,000 円、部長級 50,000 円、次長級 46,000 円、
課長級 40,000 円、総務審議員 28,000 円 異なる

特殊勤務手当
税務職員手当（月額）2,000 円、徴収手当（日額）500 円、感染症等防疫作業手当（日額）500 円、
福祉業務手当（月額）3,000 円、3,300 円、7,000 円、行旅病人保護作業及び行旅死亡人収容
作業手当（１件）800 円、1,600 円

異なる

▼（２）職員の平均給与月額・平均年齢の状況（平成28 年４月１日現在）

問い合わせ先　総務課　☎ 0968(25)7204

市職員の給与・定員管理などを
公表します

▼（２）職員退職の状況
区分 平成 28 年度

定年退職 15 
応募認定退職 ４

普通退職 ４
合計 23

▼（３）部門別職員数の状況（各年度４月１日現在）
区分　　 前年からの

増減　　部門 平成 27 年 平成 28 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 ５ ５ ０
総務・企画 113 110 △ ３

税務 25 24 △ １
労働 ０ ０ ０

農林水産 49 48 △ １
商工 10 10 ０
土木 39 39 ０
民生 58 59 １
衛生 21 21 ０

一般行政部門計 320 316 △ ４
教育 66 65 △ １

普通会計系 386 381 △ ５

公
営
企
業

会
計
部
門
な
ど

水道 ９ ８ △ １
下水道 11 11 ０
その他 77 77 ０

公営企業など部門計 97 96 △ １
総合計 483 477 △ ６

▼（１）職員採用の状況
区分 試験の程度 平成 28 年度

競争試験

一般事務 高卒程度 １ 
行政事務 大卒程度 ４
看護師 短大卒程度 １
保育士 短大卒程度 ３
介護士 高卒程度 ４
合計 13 

▼（１）概要
評価の対象 技能労務職を除く全職員

評価方法

【業務過程評価】
業務遂行の過程において発揮
されら能力・執務態度を評価

【業績評価】
職員があらかじめ設定した業
務目標の達成度により、業績
を評価

評価の活用方法
職員の能力開発、人材育成、そ
の他人事管理の基礎として活
用

1. 職員の任免・職員数に関する状況

▼（１）職員の初任給の状況（平成28 年４月１日現在）
区分 菊池市 熊本県 国

一般行政職
大学卒 176,700 円 183,300 円 176,700 円 
高校卒 144,600 円 149,000 円 144,600 円 

技能労務職
高校卒 142,000 円 151,500 円 ー
中学卒 ー 135,300 円 ー

3. 職員の給与の状況

2. 職員の人事評価の状況

菊池市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、
前年度の給与、職員数および勤務条件などを公表します

11 102018 March広報きくち2018 March広報きくち



▼（１）職員の福祉の状況（平成 28 年度）

健康診断
定期健康診断（333 人）
人間ドック（定期健康診断との重複含む）（213 人）

共済制度 熊本県市町村職員共済組合の制度による

互助組織

名　称 菊池市職員互助会
加入者 常勤の正規職員（477 人）

主な事業 レクリエーション事業など
主な財源 職員からの会費により運営

11. その他　▼特別職の報酬の状況（平成 28 年４月１日現在）
区分 給料（報酬）月額など

給
料
・
報
酬

市長 797,000 円
副市長 625,000 円
教育長 557,000 円
議長 394,000 円

副議長 358,000 円
議員 339,000 円

期末手当（年間） 3.15 月分

▼（２）公務災害などの発生状況（平成 28 年度）
種類 発生件数 事案の概要

通勤災害 ０ 　
公務災害 ７ 打撲、切創、靭帯損傷など

研修科目 研修内容・対象など 参加人員
国機関派遣研修 経済産業省（中小企業庁） １ 

熊本県研修協議会主催 　 　
階層別研修 新規採用職員 ６
専門研修 税務事務 ７
ＩＴ研修 パソコン研修（Word・Exel など） 22

日本経営協会研修 徴税事務 ３
全国建設研修センター 景観まちづくり ２
地域活性化センター 空き家の現状と対策など ５
総務省自治大学校 中堅幹部職員候補生要請 １ 

その他研修 やねだん故郷創世塾など 20

10. 職員の福祉および利益の保護の状況

②派遣研修など

市職員の給与・定員管理などを公表します

▼（３）利益保護の状況（平成 28 年度）
内容 件数 処理の状況

職員の給与、勤務時間その他
勤務条件に関する措置の要求 ０ ０
職員に対する不利益な処分に
ついての不服申し立て ０ 0

▼（１）勤務時間、休憩時間、週休日の状況
１日の勤務時間７時間 45 分、１週間の勤務時間 38 時間 45 分（つまごめ荘、学校給食など除く）

勤務時間 休憩時間 週休日
午前８時 30 分～午後５時 15 分 正午～午後１時 土曜日、日曜日

区分 平成 28 年度中に新たに育児休業対象
となった職員（うち育児休業取得者）

承認期間
１年以内 １～２年 ２～３年

男性職員（人） 10 ０ ０ ０ ０
女性職員（人） 17 16 ９ ７ ０

計 27 16 ９ ７ ０

▼（１）職員研修の実施状況（平成 28 年度中の主なもの）
①集合研修（市主催）

研修科目 研修内容 対象 参加人員
新規採用職員研修 公務員としての基本的事項 新規採用職員 13
人事評価制度導入研修 人事評価制度の基本的事項 全職員 276 
人事評価制度（全体研修） 人事評価制度の基本的事項 全職員 290 
人事評価制度（評価者研修） 評価者のスキル向上 管理監督職員 80
男女共同参画研修 地方創生時代の男女共同参画 全職員 293
男女共同参画研修 イクボスについて 管理監督職員 103
人権同和教育研修 人権同和教育について 全職員 384 
交通安全研修（外部講師） 交通安全について 全職員 230 

地方公務員には、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力をあげて職務に専念しなければならない根本基準
のほか、次のような義務が定められています。
①法令および上司の職務上の命令に従う義務　　
②信用失墜行為の禁止　　
③秘密を守る義務　　
④職務に専念する義務
⑤政治的行為の制限　　
⑥争議行為などの禁止　　
⑦営利企業などの従事制限

▼（２）休暇制度の概要
休暇の種類 期間

年次有給休暇 20 日以内
病気休暇 必要と認める期間（90 日以内）

特
別
休
暇
（
主
な
も
の
）

骨髄提供のための休暇 必要と認める期間
ボランティア休暇 年５日以内

結婚休暇 ５日以内
産前・産後休暇 出産予定日以前８週間目（多胎妊娠の場合は 14 週間目）、出産後８週間
育児時間休暇 子が１歳になるまで、１日に２回各 30 分
妻の出産休暇 ２日以内
育児参加休暇 ５日以内

忌引休暇 続柄に応じて１日～７日
夏季休暇 ５日

妊娠障害休暇 ９日を超えない範囲
子の看護休暇 子が中学校に修学するまで、一年度中５日以内

4. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

5. 職員の休業に関する状況

9. 職員の研修・勤務成績の評定の状況

7. 職員の服務の状況

処分の種類 処分事由 件数
分限処分 休職 ８
懲戒処分 ー 0

6. 職員の分限および懲戒処分の状況（平成 28 年度）

8. 職員の休業に関する状況
菊池市職員の退職管理に関する条例に基づき、離職後２年の間に再就職した場合は、再就職先の届出義務があるため、該当
者に対して届出の勧奨を行った
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1.7.10_ 菊池さくら保育園幼年消防クラブの通常点検と踊り 2_ 女性消防隊古瀬
隊長 3_ 消防団員の通常点検 4_ 荒木団長 5_ 通常点検で優勝した第 13 分団 
6_ 機械器具点検 8_ ラッパ隊の演奏 9_ 女性消防隊の通常点検　

1

5

8 79

3

菊
池
市
消
防
団
出
初
式
が
１
月
21

日
、
菊
池
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
荒あ
ら
木き

新し
ん
勝か
つ
団
長
以
下

１
１
７
２
人
の
団
員
が
一
堂
に
会
し
ま

し
た
。

　
開
会
行
事
の
後
、
規
律
や
服
装
な
ど

を
点
検
す
る
通
常
点
検
を
実
施
。
団
員

は
機
敏
な
動
作
や
一
糸
乱
れ
ぬ
隊
列
行

進
を
披
露
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

　
通
常
点
検
に
は
、
菊
池
さ
く
ら
保
育

園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
も
出
場
。
寒
空

の
下
、
大
き
な
掛
け
声
を
響
か
せ
な
が

ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
踊
り
や
規
律
を
披

露
す
る
と
、
訪
れ
た
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
通
常
点
検
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優　
勝　
第
13
分
団

準
優
勝　
第
15
分
団

３　
位　
第
14
分
団

平
成
30
年
菊
池
市
消
防
団

▼平成 30 年度の前納額

支払方法

６カ月前納
 【上期】４月～９月分
 【下期】10月～平成31年３月分

１年前納
（４月～平成31年３月分）

２年前納
（平成30・31年度）

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月現金で納付 98,040 円 ― 196,080 円 ― 393,000 円 ―

現金で前納 97,240 円 800 円 192,600 円 3,480 円 378,580 円 14,420 円

口座振替で前納 96,930 円 1,110 円 191,970 円 4,110 円 377,350 円 15,650 円

平成30年度の国民年金保険料月額は
   16,340円です。

★ 4月から平成31年3月までの国民年金保険料の月額は、前年度より150円引き下げられ16,340円
になります。

★ 平成30年度の納付書は、日本年金機構から４月上旬に送付されます。金融機関、郵便局、コンビニ
エンスストアで納付してください。口座振替やクレジットカードでも納付できます。

★ 口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することで、月々50円割引される早割制度や、
現金納付よりも割引額が多い6カ月前納・1年前納・2年前納もあり大変お得です。

※平成31年度の保険料額は16,410円です。

年
金
を
増
額
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す

３
月
31
日
㈯
ま
で
の
保
険
料
追
納
で

　
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者

が
、
配
偶
者
（
第
２
号
被
保
険

者
）
の
退
職
や
本
人
の
収
入
増
加

な
ど
で
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合

は
、
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
切
り

替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

特
定
期
間
該
当
届

　
切
り
替
え
手
続
き
が
２
年
以
上

遅
れ
、
時
効
に
よ
り
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
付
で
き
な
か
っ
た
期

間
に
つ
い
て
は
、
届
け
出
に
よ
り

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
す

る
こ
と
が
で
き
、
年
金
を
受
け
取

れ
な
い
事
態
を
防
止
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
額

に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。

特
例
追
納

　
届
け
出
に
よ
り
特
定
期
間
と
さ

れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
３
月
31

日
㈯
ま
で
に
特
定
保
険
料
を
納
付

（
特
例
追
納
）
す
る
こ
と
で
年
金

額
を
増
や
せ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
既
に
年
金
を
受
け
取
っ
て
い

る
人
は
、
特
例
追
納
を
し
て
も
年

金
額
が
増
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

特
例
追
納
の
対
象
期
間

・�

60
歳
未
満
の
人
：
承
認
が
あ
っ

た
月
前
10
年
以
内
の
期
間

・ 

60
歳
以
上
の
人
：
50
歳
以
上
60

歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間

問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
番
号
の
電

話
か
ら
か
け
る
場
合
は
☎
０
３

（
６
６
３
０
）２
５
２
５

熊
本
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
「
２
」

問い合わせ先 健康推進課保険年金係  ☎（25）7218、 各支所市民生活課 34

6

10

2
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参加報告

菊池北中学校３年　井
い の

上
う え

凜
り

音
ね

プラチナ未来人財育成塾での成長

プラチナ未来人財育成塾

　
私
は
、
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に

参
加
し
て
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
講
話
を
聞
い
て
学
ん
だ
こ
と
は

大
き
く
分
け
て
四
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
大

切
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
や
周
り
の
一
部
の
人
の
意
見
だ

け
で
考
え
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
考
え

が
か
た
よ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
も
っ
と
広

い
所
に
目
を
向
け
意
見
を
聞
い
て
い
く
こ

と
で
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
言
葉
に
出
し
て
伝
え
る
こ

と
が
大
切
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と

え
同
じ
意
見
だ
っ
た
と
し
て
も
、
何
も
言

わ
な
い
の
な
ら
い
な
い
の
と
同
じ
だ
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、
相
手
の
価
値
観
を
受
け
入

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
と
違
う
意

見
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
間
違
い
だ

と
否
定
せ
ず
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
学
び
ま
し
た
。

　
四
つ
目
は
、
こ
れ
か
ら
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
あ
る
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
鉄
な
ど
を

取
り
出
し
て
ま
た
新
し
い
物
を
作
っ
た
り
、

風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
な
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
生
活
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
作
り
出
し
た
り
と
、
自
然
と
共
存

し
な
が
ら
地
球
に
優
し
い
日
本
や
世
界
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
こ
と
を

聞
い
て
、
こ
れ
か
ら
色
々
と
新
し
い
施
設

や
道
具
な
ど
が
出
来
て
く
る
と
思
う
の
で
、

そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
新
し
い
情
報

を
正
し
く
理
解
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
今
ま
で
、
宇
宙
の
こ
と
や

２
０
５
０
年
の
世
界
の
こ
と
、
国
の
お
金

の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
深

く
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
思
え
ば
、
そ
れ
は
と
て
も
も
っ
た
い
な

い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
何
も

考
え
て
い
な
い
間
に
も
、
日
本
や
世
界
は

進
化
し
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
身
を

も
っ
て
感
じ
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
築
い

て
い
く
か
も
し
れ
な
い
私
が
、
こ
の
ま
ま

で
は
ダ
メ
だ
と
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
講
話
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
も
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
か
ら
学

ん
だ
こ
と
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り
ま

す
。

　
一
つ
目
は
、
同
じ
講
話
を
聞
い
て
い
て

も
、
人
に
よ
っ
て
心
に
残
る
言
葉
は
違
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
同
じ
方
の
講
話
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
話
が
で
き
、
視
野

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
友
達
の
意
見
を
聞
い
て
自

分
の
将
来
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
段
は
あ
ま
り
話
さ
な
い
よ
う
な
将
来
の

こ
と
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
参
考

に
し
て
自
分
の
将
来
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、
自
分
や
友
達
の
長
所
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
が
思
っ
て

い
る
以
上
に
自
分
に
長
所
が
あ
る
こ
と
に

気
付
き
、
友
達
の
長
所
を
た
く
さ
ん
見
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
私
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
や
チ
ュ
ー
タ
ー
さ
ん
、
シ
ニ
ア
の
方

の
お
か
げ
で
と
て
も
充
実
し
た
５
泊
６
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
対
面

の
人
ば
か
り
で
初
め
は
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
緊
張
し
た
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

思
い
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
行
動
す
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
た
。
自
分
か
ら
声
を
掛
け

た
り
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
伝
え
た
り

す
る
う
ち
に
、
日
本
中
の
中
学
生
と
仲
良

く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
仲
良
く
な

る
こ
と
で
会
話
も
弾
み
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
も
宿
泊
も
充
実
し
た
も
の
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
帰
る
日
に
台

風
が
近
づ
い
て
い
て
帰
れ
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
話
が
出
た
と
き
は
、「
泊

ま
る
日
が
増
え
た
ら
良
い
想お

も

い
出
つ
く
ろ

う
ね
。」
と
言
え
る
く
ら
い
仲
良
く
な
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
面

談
で
話
が
煮
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に

は
、
チ
ュ
ー
タ
ー
さ
ん
や
シ
ニ
ア
の
方
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
り
楽
し
く
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
で
の
学
び

と
新
し
い
友
達
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
何
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

知
識
を
深
め
、
み
ん
な
と
協
力
し
な
が
ら

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

作　文

問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

❼

菊
池
川
流
域
、米
作
り
の
曙
②

菊池川 日本遺産 検索

字
が
銀
で
象
嵌
さ
れ
た
鉄
刀
は
大
変

貴
重
な
歴
史
資
料
で
、
当
時
こ
の
地

域
が
ヤ
マ
ト
政
権
と
深
い
関
係
を

も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

装
飾
古
墳
群

　
６
世
紀
に
な
る
と
、
清
原
古
墳
群

の
塚
坊
主
古
墳
を
皮
切
り
に
、
菊
池

川
流
域
で
も
古
墳
の
内
外
に
文
様
を

描
い
た
装
飾
古
墳
が
造
ら
れ
ま
し

た
。
装
飾
古
墳
文
化
は
流
域
全
体
に

広
ま
り
、
玉
名
市
の
大
坊
古
墳
、
山

鹿
市
の
チ
ブ
サ
ン
古
墳
や
鍋
田
横

穴
、
菊
池
市
の
袈
裟
尾
高
塚
古
墳
な

ど
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
約
１
５
０
０

年
前
の
彩
色
は
驚
く
ほ
ど
鮮
や
か
な

も
の
も
あ
り
、
鍋
田
横
穴
の
人
物
像

な
ど
は
、
墓
の
主
を
守
ろ
う
と
す
る

思
い
を
今
に
伝
え
ま
す
。
流
域
の
装

飾
古
墳
の
数
は
１
１
７
基
で
全
国
一

の
密
度
を
誇
り
、
菊
池
川
流
域
の
古

墳
文
化
を
大
き
く
特
徴
づ
け
て
い
ま

す
。

（
担
当
：
和
水
町
社
会
教
育
課
）

　
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
各
地
の
有

力
者
が
古
墳
を
築
造
し
ま
し
た
。
菊

池
川
流
域
で
も
、
米
作
り
な
ど
で
富

を
蓄
え
た
集
落
の
長
に
よ
り
前
方
後

円
墳
が
造
ら
れ
、
装
飾
古
墳
な
ど
独

特
の
文
化
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

岩
原
双
子
塚
古
墳

　
山
鹿
市
の
岩
原
台
地
上
に
あ
る
岩

原
古
墳
群
の
中
で
、
唯
一
の
前
方
後

円
墳
で
す
。
墳
長
約
１
０
７
㍍
の
と

て
も
き
れ
い
な
形
で
、
県
内
最
大
級

の
規
模
を
誇
り
ま
す
。
一
帯
は
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
、
熊
本
県
立
装
飾

古
墳
館
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。

江
田
船
山
古
墳

　
和
水
町
の
清
原
台
地
上
に
清
原
古

墳
群
が
あ
り
、
こ
の
地
域
一
帯
の
歴

代
の
首
長
墓
が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
で
最
も
有
名
な
も
の
が
江
田
船

山
古
墳
で
す
。
墳
長
は
約
62
㍍
と
中

規
模
で
す
が
、
出
土
し
た
副
葬
品
は

冠
帽
や
金
の
耳
飾
り
な
ど
極
め
て
豪

華
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
国
宝
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
75
文

④岩原双子塚古墳全景 銀象嵌入り鉄刀に描かれた馬（⑤出土品） 冠帽（⑤出土品）

③チブサン古墳石室

遺跡位置図

熊
本
県
内
春
季
装
飾
古
墳

一
斉
公
開

　
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
の
構
成

文
化
財
で
あ
る
装
飾
古
墳
を
２
日

間
に
分
け
て
一
般
公
開
し
ま
す
。

学
芸
員
が
解
説
し
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
開
日　

　
３
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　
所　

　

  【
24
日
】
横
山
古
墳
（
山
鹿
市
）、 

塚
坊
主
古
墳
（
和
水
町
）　　
　

　

 【
25
日
】
鍋
田
横
穴
（
山
鹿
市
）、

大
坊
古
墳
・
石
貫
ナ
ギ
ノ
横
穴
・

石
貫
穴
観
音
横
穴
・
永
安
寺
東

古
墳
（
玉
名
市
）

問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
装
飾
古
墳
館

　
☎
０
９
６
８（
36
）２
１
５
１

イ
ベ
ン
ト
情
報

九
州
新
幹
線

九州自動車道

鹿児島本線

竜門ダム
③

⑥⑦
⑤

④

②

①④
⑤
⑥⑦

②

菊池川

菊池市

山鹿市

和水町

玉名市

387

387

325

325

3

1

③

①

①袈裟尾高塚古墳
②チブサン古墳　③鍋田横穴
④岩原双子塚古墳　⑤江田船山古墳
⑥塚坊主古墳　⑦大坊古墳
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夜
型
化
の
子
ど
も
が
増
加
傾
向

　

文
部
科
学
省
が
初
め
て
実
施
し
た

子
ど
も
の
睡
眠
と
生
活
習
慣
に
関
す

る
調
査
で
、
寝
る
直
前
ま
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
よ
く

使
う
子
ど
も
が
全
体
の
52
％
に
の
ぼ

り
、
そ
う
し
た
子
ど
も
ほ
ど
日
中
の

眠
気
を
感
じ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

日
本
小
児
保
健
協
会
の
調
査
で

も
「
夜
10
時
以
降
に
就
寝
す
る
子
ど

も
」
の
割
合
は
増
え
て
お
り
、
子
ど

も
の
生
活
時
間
の
夜
型
化
の
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
本
市
の
１
歳
６
カ

月
児
健
診
と
3
歳
児
健
診
で
睡
眠
の

状
況
を
比
較
し
た
際
、
年
齢
が
進
む

に
つ
れ
、
就
寝
時
間
が
遅
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
表
１
）。

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

と　

き　

４
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

菊
池
養
生
園

内　

容　

❶
講
演
会（
午
後
１
時
開
演
）

講
師　

会あ
い

田た

薫か
お
る

子こ

さ
ん

演
題　
「
長
寿
時
代
の
医
療
と
ケ
ア

ー
自
分
ら
し
い
生
き
終
わ
り
方
の
た

め
に
」

❷
そ
の
他 

▼
ワ
ン
コ
イ
ン
検
査（
頸

動
脈
エ
コ
ー
・
内
臓
脂
肪
Ｃ
Ｔ
・
骨

密
度
検
査
な
ど
）
▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト 

▼
養
生
マ
ル
シ
ェ

問
菊
池
養
生
園　

☎（
38
）２
８
２
０

平
成
30
年
度 

養
生
園
祭

朝
の
光
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
リ
セ
ッ
ト

　

私
た
ち
の
体
に
あ
る
生
体
時
計
は

1
日
約
25
時
間
で
動
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
生
体
時
計
を
毎
朝
調
整

す
る
必
要
が
あ
り
、
朝
の
光
を
認
識

す
る
こ
と
で
調
節
さ
れ
ま
す
。
こ
の

調
整
が
睡
眠
、
体
温
、
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
な
ど
の
リ
ズ
ム
が
正
し
く
刻
ま

れ
ま
す
。
特
に
子
ど
も
は
、
大
人
が

与
え
る
環
境
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

夜
に
浴
び
る
光
は

子
ど
も
に
と
っ
て
危
険
が
い
っ
ぱ
い

　

夜
の
光
は
子
ど
も
の
健
康
に
必
要

な
メ
ラ
ト
ニ
ン（
※
）
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
を
出
し
に
く
く
し
ま
す
。
子
ど

も
を
夜
更
か
し
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

成
長
ホ
ル
モ
ン
も
寝
て
い
る
と

き
に
多
く
分
泌
さ
れ
て
い
ま
す（
表

２
）。
睡
眠
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
と

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
や
体
温
の
リ
ズ
ム

も
乱
れ
て
し
ま
い
、
午
前
中
ボ
ー
っ

と
し
た
り
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。

睡
眠
習
慣
は
心
や
体
の
成
長
、
学
力

面
な
ど
に
影
響

　

睡
眠
不
足
や
不
規
則
な
睡
眠
リ
ズ

ム
は
「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」「
攻
撃
性

が
高
ま
る
」「
無
表
情
に
な
る
」
な

ど
情
緒
面
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
ま

た
、
年
齢
が
低
い
と
攻
撃
性
に
現
れ
、

年
齢
が
高
い
と
う
つ
傾
向
が
出
る
と

い
う
調
査
も
あ
り
ま
す
。

　

学
校
生
活
で
は
、
睡
眠
不
足
で
朝

起
き
ら
れ
な
い
子
ど
も
は
「
忘
れ
物

が
多
い
」「
叱
ら
れ
る
回
数
が
多
い
」

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
学
力
面
で
も
多

く
の
デ
ー
タ
が
学
力
低
下
の
要
因
に

な
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

睡
眠
不
足
は
肥
満
に
な
り
や
す
い

と
い
っ
た
報
告
も
あ
る
な
ど
、
睡
眠

習
慣
が
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康

に
影
響
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

生
活
リ
ズ
ム
を
つ
け
る
た
め
に
は

●
早
起
き
を
す
る

　

カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
朝
の
光
を
浴

び
ま
し
ょ
う
。

●
早
く
寝
て
ぐ
っ
す
り
寝
る

　

本
市
で
は
、
幼
児
期
は
午
後
9
時

ま
で
の
就
寝
を
勧
め
て
い
ま
す
。

▼ 

な
か
な
か
眠
ら
な
い
と
き
に
は
、

昼
寝
を
早
め
に
切
り
上
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。

▼ 

部
屋
を
暗
く
し
て
み
ま
し
ょ
う

（
真
っ
暗
が
苦
手
な
場
合
は
豆
電

球
な
ど
）。

「早起きは三文の徳」と昔からいわれるよ
うに、早寝・早起きのメリットは数えきれ
ないほどにあります。早寝・早起きを身に
つけ、一日の生活リズムを整えましょう。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

１
月
12
日
・
19
日
の
歯
科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）
※
行
政
区
は
健
診
日
時
点

村む
ら

上か
み

知ち

登と

世せ

（
○菊  

上
町
）

松ま
つ

永な
が

侑ゆ
う

莉り　
（
○菊  

袈
裟
尾
）

末す
え

田だ　
光ひ

か
る　
（
○菊  

下
木
庭
）

末す
え

田だ　
慈し

げ
る　
（
○菊  

下
木
庭
）

濱は
ま

明あ

咲さ

秀ひ　
（
○菊  

大
琳
寺
）

稲い
な

田だ

小こ
こ

夏な　
（
○泗  

田
島
団
地
）

工く

藤ど
う

秀し
ゅ
う

介す
け　
（
○泗  

三
万
田
）

德と
く

永な
が

楓ふ
う

真ま　
（
○泗  

富
の
原
西
）

宮み
や

村む
ら

拓た
く

夢む　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

生い
く

田た　
稜り

ょ
う　
（
○泗　
高
江
）

益ま
す

田だ　
煌こ

う　
（
○泗  

上
住
吉
）

清き
よ

本も
と

絃げ
ん

太た　
（
○泗  

藤
田
）

高た
か

尾お

琉る

生い　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

前ま
え

田だ　
漣れ

ん　
（
○泗  

富
納
）

児こ

嶋じ
ま　
穂ほ

の
か　
（
○泗  

富
の
原
台
）

栃と
ち

原は
ら

瑛え
い

愛と　
（
○七  

間
所
）

石い
し

阪ざ
か

颯そ
う

大た　
（
○七  

西
郷
従
業
員
住
宅
）

江え

﨑ざ
き

美み

咲さ
き　
（
○七  

高
田
）

平ひ
ら

山や
ま

太た

一い
ち　
（
○七  

新
古
閑
）

河こ
う

野の

愛め

依い　
（
○七  

西
郷
従
業
員
住
宅
）

大お
お

坂さ
か

芽め

生い　
（
○七  

流
川
）

西に
し

村む
ら　
燎り

ょ
う　
（
○旭  

高
永
）

❶ 

む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き

❷ 

甘
い
も
の
を
減
ら
し
た
お
や
つ
の

工
夫

❸ 

歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期

的
な
フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
を

予
防
す
る
た
め
に
は

就寝時間の比較（表１）

※メラトニン
　細胞を守る、規則
的に眠気をもたらす、
性的成熟を必要な時
期まで抑えるといっ
た作用があります。５
歳までにもっとも多
く分泌されます。夜
暗くなると出てくる
ため、夜更かしすると
メラトニンの分泌が
抑えられてしまいます。

睡眠に関わるホルモンの分泌量と体温の変化（表２）

▼ 

家
族
の
触
れ
合
い
は
早
起
き
し
て
、

朝
に
も
ち
ま
し
ょ
う
。

▼ 

寝
る
前
の
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
使

用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る

▼ 

朝
ご
は
ん
で
胃
や
腸
が
刺
激
さ
れ

て
朝
の
排
便
を
促
し
ま
す
。

▼ 

家
族
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

▼
歯
み
が
き
も
忘
れ
ず
に
！

●
昼
間
は
た
っ
ぷ
り
動
き
、
遊
ぶ

　

昼
間
し
っ
か
り
と
活
動
す
る
と
夜

は
早
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

体
を
使
っ
て
動
き
ま
し
ょ
う
。

３月23日㈮と　き

七城温泉ドームところ

［セミナー］ 無料　 ［昼食代］ 850円
※入浴・休憩は別途３３０円が必要です。

参加費

３月20日㈫ ※先着順申込期限

❶  午前10時～正午
　 健康チェック（骨密度、血管年齢測定、健康相談など）
❷  午前11時～正午
　 健康セミナー「ひざ･腰・肩 シャキッと教室」
❸  食で考える健康
　 650kcalの昼食を用意します。

内  容

【申し込み・問い合わせ先 】
七城温泉ドーム ☎ 0968（26）４８００
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※
２
月
号
の
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
再
掲
し
ま
す
。

今
日
一
句
賜た

ま
わり
た
く
て
寒
卵

一
声
に
虚こ

空く
う

引
き
締
め
初は

つ

鴉が
ら
す

寒
椿
色
無
き
庭
に
添
ひ
に
け
り

晩
年
を
生
き
抜
く
力
寒
の
水

そ
こ
だ
け
は
時
の
止
ま
り
し
枯か

れ

葎む
ぐ
ら

光
本
と
よ
い
ち

隈
部　
輝
子

北
村　
妙
子

松
永　
久
子

宮
本　
雅
子

万
句
の
里
俳
句
会  

１
月
句
会

餌
を
食
む
牛
影
お
ぼ
ろ
息
白
し

古
き
家
の
三た

和た

土き

の
湿
り
時
雨
く
る

柚
の
香
と
大
根
の
酢
も
の
句
会
か
な

存な
が
らへ
て
冬
山
手
入
れ
夫つ

ま

に
添
ふ

故
郷
や
留
守
居
の
庭
の
寒
椿

不
器
用
を
烏
に
見
ら
れ
熟か

　
き柿
を
も
ぐ

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

稗
田　
達
恵

芹
川　
蓉
子

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川　
蓉
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  
１
月
詠
草

山
は
え
え　
つ
い
つ
い
声
ば
出
そ
ご
た
る

こ
す
た
く　
り
ん
俺
が
名
案
お
っ
取
ら
す

田
舎
も
ん　
草
取
り
な
ら
ば
免
許
持
ち

い
ら
ん
世　
話
自
分
の
事
は
ま
だ
出
く
る

田
舎
も
ん　
電
停
で
バ
ス
待
っ
と
ら
す

宮
上　
美
由

井
手　
水
光

御
手
洗
三
代

柏
原　
乗
仏

山
隈　
好
茶

肥
後
狂
句
水
笑
会  

１
月
例
会

放
映
の
町
牛
深
は
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
の
直
撃
除
雪
作
業
の
様
子

手
を
腰
に
夫
と
せ
っ
せ
と
麦
踏
み
し
遠
き
思
い
出
よ
み
が
え
り
来
る

歩
み
い
る
黄
泉
路
の
夫
に
手
を
合
わ
す
微
か
な
笑
み
が
眼
う
ら
に
顕
つ

穏
や
か
な
春
日
の
元
日
夕
近
く
ふ
り
向
く
ひ
ん
が
し
白
き
満
月

雲
覆
う
年
明
け
な
れ
ど
間
も
あ
ら
ず
空
晴
れ
渡
る
清
し
き
ス
タ
ー
ト

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

池
田
カ
ツ
子

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

七
城
短
歌
会  

１
月
詠
草

窓
の
外と

を
綿
雪
ふ
わ
ふ
わ
今
日
も
舞
ふ
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
用
件
は
な
し

幸
せ
も
悲
し
み
も
あ
り
し
越
年
の
い
つ
し
か
滲
む
満
天
の
星

年
明
け
て
初
集
会
の
園
庭
に
三
、二
、一
歳
朝
の
日
浴
び
て

太
鼓
の
音
響
く
会
場
新
年
会
魂
打
ち
込
む
か
髙
校
生
は

冬
枯
れ
の
狭
庭
に
ひ
と
り
出
で
み
れ
ば
蝋
梅
の
香
の
し
る
く
漂
う

山
城　
雅
子

宮
本　
淑
子

緒
方　
悦
子

梶
原
美
智
代

松
本　
和
子

「
里
」
短
歌
会  

１
月
詠
草

腰
の
べ
て
新は

春る

の
一
歩
を
踏
み
し
む
る
「
九
十
五
才
」
一
日
一
日
は
恵
み

槇
の
木
に
蜘
蛛
の
巣
広
く
網
ひ
ろ
げ
空
中
ブ
ラ
ン
コ
左
右
に
揺
れ
る

朱
鷺
色
に
絹
雲
染
ま
る
今
朝
の
冬
漫そ

ぞ

ろ
歩
け
る
里
の
枯
野
路

ひ
と
吹
き
で
元
の
木
阿
弥
大
公
孫
樹
の
落
葉
掃
き
寄
す
生こ徒
ら
の
朗あ

か

る
き

病
み
し
後
気
負
ひ
少
な
き
老
の
身
の
歌
友
の
電
話
に
一
首
指
折
る

山
下　
菊
代

堤　
よ
し
み

中
川　
愛
子

山
田　
弘
子

北
村　
玉
恵

さ
わ
や
か
大
学
文
芸
ク
ラ
ブ 

１
月
歌
会

横
ざ
ま
に
雪
降
り
し
き
る
阿
蘇
原
野
お
の
れ
の
位
置
に
牛
は
動
か
ぬ

三
た
び
来
ん
寒
波
の
予
報
に
構
へ
つ
つ
冬
の
底
ひ
や
思し

惟い

の
さ
ま
ね
し

弔
問
の
客
の
帰
り
し
部
屋
に
ま
だ
温
も
り
消
え
ぬ
言
霊
が
あ
る

「
見
極
め
る
」と「
見
定
め
る
」意
味
ど
う
違
ふ
検
討
重
ね
し
こ
の『
広
辞
苑
』

寒
灯
を
は
や
も
点
し
て
里
の
家
近
く
て
遠
き
人
の
住
み
居お

り

霜
月
の
月
は
虚
空
に
か
か
り
つ
つ
途
方
な
き
過
去
あ
は
く
照
ら
せ
り

安
藤　
則
子

怒
留
湯
健
蓉

渕
上　
修
次

古
賀　
勝
士

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

菊
池
短
歌
会  

２
月
詠
草

瑠
璃
色
の
初
湯
あ
ふ
る
る
今
朝
の
幸

着
れ
ぬ
人
あ
り
し
と
成
人
式
の
晴
着

お
雑
煮
の
バ
ア
バ
の
味
を
褒
め
る
孫

初
み
く
じ
比
べ
る
子
等
に
陽
が
笑
ふ

七
干
支
を
迎
へ
し
妻
の
初
鏡

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

寺
本　
和
子

森　
　
正
子

藤
本　
邦
治

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

１
月
例
会

（※）

（※）

さくら
長谷川摂子／文
矢間芳子／絵・構成  （福音館書店）
ソメイヨシノの四季の移り変わりを丁
寧に描いた絵本です。ページからあ
ふれるような桜の花に春のよろこびを
感じられる一冊です。（全館所蔵）

菊池市立図書館ホームページ  http://www.library-kikuchi.jp
中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

［休館日］月曜日
［休館日］月曜日・月末・祝日
［休館日］日曜日・祝日
［休館日］日曜日・祝日

３月11日㈰ 午後１時～と き

中央図書館
　浅草演芸ホールの看板猫ジロリの落語入門
　ほどほど収納が心地いい
　勇気の季節
　ヘフツィール物語
　はなくそ
　山頭火意外伝
　4321
泗水図書館
　鉄格子のはめられた窓 ルートヴィヒ2世の悲劇
　やばい老人になろう
　産婆フジヤン
　ラストシーン
　メリーメリーおとまりにでかける
　こねてのばして
七城図書館
　アナログ
　墨の香
　武士マチムラ
　アントンせんせいあかちゃんです
　ヒヒヒヒヒうまそう
　動物と話せる少女リリアーネ12
旭志図書館
　緑の窓口　樹木トラブル解決します
　僕には世界がふたつある
　4コマ漫画でさくっとわかるセキュリティの基本
　偉大なる残念な人たち
　すすめ! かいてんずし
　おもちゃの迷路 夜中にめざめるふしぎな世界
　

 
浅草演芸ホール／監修

後
ご

藤
とう

由
ゆ

紀
み

子
こ

／著
ロバート・B・パーカー／著

アレクサーンドル・レペトゥーヒン／文
アンジェール・ドロノワ／著、カロリーヌ・アメル／絵

井
いの

上
うえ

智
とも

重
しげ

／著
P

ポール

aul A
オースター

uster／著

クラウス・マン／作
さだまさし／著
坂
さか

本
もと

フジエ／著
北
きた

野
の

　武
たけし

／著
ジョージ・G・ロビンソン／作

ヨシタケシンスケ／作

ビートたけし／著
梶
かじ

よう子
こ

／著
今
こん

野
の

　敏
びん

／著
西
にし

村
むら

敏
とし

雄
お

／作
宮
みや

西
にし

達
たつ

也
や

／作・絵
タニヤ・シュテーブナー／著

下
しも

村
むら

敦
あつ

史
し

／著
ニール・シャスタマン／著

粕
かす

淵
ぶち

  卓
たかし

、森
もり

井
い

昌
まさ

克
かつ

／著
八
や

島
しま

みず紀
き

／著
岡
おか

田
だ

よしたか／作・絵

香
か

川
がわ

元
げん

太
た

郎
ろう

、香
か

川
がわ

志
し

織
おり

／作・絵

【問い合わせ先】 泗水図書館

馬頭琴・ホーミーのコンサートを開催します。

　中央図書館では、現在５つのオンラインデータベー
スを導入しています。調べものの幅が広がりますので、
ぜひご活用ください。

　菊池に関わる歴史資料の収集・整理・保存・活用に取
り組んでいます。菊池にまつわる資料の寄贈などあり
ましたら、中央図書館までご相談ください。
　菊池に関わる資料の一部は、デジタルアーカイブ

「KIKUCHI DIGITAL ARCHIVES」で公開しています。
これから少しずつコンテンツを増やしていく予定です
ので、ぜひご覧ください。

　「レファレンスサービス」とは一言でいうと、“調べも
ののお手伝い”です。「こういう事柄について調べたい
けど、どんな本がありますか」「昔読んでもらった絵本
を探しています」など、お気軽に司書にご相談ください。

「KIKUCHI DIGITAL ARCHIVES」ホームページ
https://da.library-kikuchi.jp/

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
↑

ト
ッ
プ
画
面
↑

【 新　   聞 】
【 新　   聞 】
【 農業・食 】
【 事   　典 】

熊本日日新聞記事データベース 
ヨミダス歴史館 
ルーラル電子図書館 
ポプラディアネット 

３月12日㈪は臨時休館いたします。
七城図書館・旭志図書館 臨時休館
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問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

◆
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
地
域
づ
く
り

　
従
来
の
旅
行
商
品
は
、
商
品
を
開
発

し
集
客
し
目
的
地
へ
送
客
す
る
「
マ
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

近
年
、
旅
行
が
多
様
化
す
る
中
で
登

場
し
た
の
が
「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」。

ロ
ケ
地
を
め
ぐ
る
ス
ク
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
、工
場
を
巡
る
産
業
観
光
、ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
ス
タ
イ
ル
も
さ

ま
ざ
ま
。
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
こ

れ
ま
で
観
光
資
源
と
し
て
は
気
づ
か
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
地
域
資
源
の
活

用
が
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旅
行
に
求
め
る
３
大
要
素
と
い
わ
れ

る
の
が
「
体
験
・
学
習
・
交
流
」。
そ

の
中
で
も
人
と
の
ふ
れ
あ
い
「
交
流
」

が
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
最
大
の
特
徴

と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
は
地
元
の
人
と

の
交
流
を
望
む
旅
行
者
が
増
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ハ
ー
ド
整
備
（
設
備
投
資
）
を
し
な

く
て
も
「
ハ
ー
ト
」
が
あ
れ
ば
観
光
客

を
呼
び
込
め
る
可
能
性
を
持
っ
て
い

る
！　
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎ 0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※休館日はありません。

第 15 回　きくちわいふのひな祭り
期　間　～３月 11 日㈰
ひな祭りコンサート
3 月 3 日㈯午後１時～　親子 KOTO デュオことチェルト
3 月 8 日㈭午後１時～　菊池の昔話  紙芝居とコカリナ演奏
3 月 10 日㈯午前 11 時～　高森郁子ミニコンサート
　他にも子どもから大人まで楽しめる、ひな祭りに合わせ
た体験教室も開催しています。

問い合わせ先　わいふ一番館　☎ 0968（24）6630

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）。

【ギャラリー】
「桜のある風景」鶴長広志
期　間：３月 13 日㈫～４月１日㈰
　桜のある風景の四季の表情を集めました。ぜひお立ち寄
りください。

「絵手紙展～私たちの1年間の取り組み～」夢美会村川尚子
期　間：４月３日㈫～ 22 日㈰
　「上手く描くより心を届ける」に重きを置いて交流してき
ました。そんな 1 年間の活動の集大成です。

【まちかど資料館企画展】
「菊池川流域巡回展」
日本遺産 菊池川流域の米作り
～人と大地に刻まれた二千年の記憶～
期　間：～３月 31 日㈯

 

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
〇60

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

　
雪
が
降
り
積
も
っ
た
寒
い
冬
の
あ
る

日
。
深
い
山
間
の
雪
道
を
抜
け
た
奥
の

谷
間
を
年
配
の
米
国
人
男
性
が
韓
国
人

の
青
年
と
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
そ
し

て
二
人
は
あ
る
墓
の
前
に
立
ち
ま
し
た
。

「
こ
こ
が
お
前
の
お
母
さ
ん
を
埋
葬
し

た
所
だ
」
と
年
配
の
男
性
が
言
い
ま
し

た
。

　
朝
鮮
戦
争
中
の
１
９
５
１
年
１
月
４

日
、
中
国
人
民
義
勇
軍
の
参
戦
に
よ
り
、

戦
地
か
ら
後
退
し
て
い
た
寒
い
日
の
出

来
事
で
す
。
激
し
い
戦
闘
の
中
で
一
人

の
米
兵
士
が
江カ

ン

原ウ
ォ
ン

道ド

の
深
い
山
谷
を

後
退
し
て
い
た
と
き
、
雪
の
中
か
ら
子

ど
も
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

雪
を
ど
か
し
て
子
ど
も
を
助
け
出
そ
う

と
し
た
米
兵
は
驚
が
く
し
ま
す
。
最
初

に
雪
の
中
か
ら
出
て
き
た
の
は
衣
服
を

一
切
身
に
着
け
て
い
な
い
母
親
だ
っ
た

の
で
す
。
彼
女
は
す
で
に
凍
死
し
て
い

ま
し
た
。
戦
場
か
ら
避
難
し
て
い
る
途

中
で
深
い
谷
間
に
閉
じ
込
め
ら
れ
逃
げ

場
を
失
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
わ

が
子
を
寒
さ
か
ら
守
る
た
め
に
着
て
い

た
服
を
全
部
脱
い
で
子
ど
も
を
包
み
、

さ
ら
に
自
分
の
上
体
で
子
ど
も
を
包
む

様
に
覆
い
、
そ
の
ま
ま
凍
死
し
て
し

ま
っ
た
の
で
し
た
。　

　
子
を
思
う
母
親
の
姿
に
感
動
し
た
米

兵
士
は
、
凍
っ
た
土
を
掘
っ
て
母
親
を

埋
葬
し
、
母
親
の
胸
で
泣
い
て
い
た
赤

ん
坊
を
ア
メ
リ
カ
に
連
れ
て
帰
り
自
分

の
息
子
と
し
て
育
て
ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
青
年
に
成
長
す
る
と
、
米

兵
だ
っ
た
養
父
は
そ
の
時
の
状
況
を
息

子
に
話
し
、
凍
っ
た
土
に
埋
め
た
母
の

墓
を
訪
ね
ま
し
た
。
雪
が
う
ず
高
く
積

も
っ
た
墓
の
前
に
青
年
が
ひ
ざ
ま
ず
く

と
、
熱
い
涙
が
ほ
お
を
流
れ
足
下
の
雪

を
溶
か
し
始
め
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
青
年
は
立
ち
上
が
り
、
着
て
い
た
服

を
脱
ぎ
始
め
ま
す
。
裸
に
な
っ
た
彼
は
、

墓
の
上
に
積
も
っ
た
雪
を
両
手
で
丁
寧

に
落
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
青
年
は
、

自
分
が
脱
い
だ
服
を
母
親
に
着
せ
る
か

の
よ
う
に
お
墓
を
覆
っ
た
の
で
す
。
そ

し
て
墓
に
す
が
っ
て
慟
哭
し
ま
し
た
。

　
「
お
母
さ
ん
、
ど
れ
ほ
ど
寒
か
っ
た

こ
と
か
！
」「
愛
情
深
い
お
母
さ
ん
。

僕
は
お
母
さ
ん
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」

「
お
母
さ
ん
！ 

会
い
た
い
。
夢
で
も
う

一
度
会
う
こ
と
が
で
き
た
ら
…
」

　
青
年
は
母
の
深
い
愛
に
涙
を
流
し
て

感
謝
し
ま
し
た
。

▼
鞠
智
城
跡
の
概
要

　

鞠
智
城
跡
は
白
村
江
の
戦
い

（
6
6
3
年
）
で
の
敗
戦
の
結
果
、
唐

と
新
羅
連
合
軍
が
日
本
に
侵
攻
し
た

と
き
の
防
衛
目
的
で
築
造
さ
れ
た
古

代
山
城
の
一
つ
で
す
。
鞠
智
城
跡
の

最
新
の
調
査
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
、

総
括
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
報
告
書
で
、
7
世
紀
後
半
か
ら

10
世
紀
後
半
ま
で
鞠
智
城
は
存
続
し

て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

城
の
終
わ
り
の
時
期
が
以
前
の
考
え

よ
り
は
新
し
く
な
り
、
鞠
智
城
の
終

末
期
の
役
割
は
当
初
も
の
か
ら
変
化

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
米
を
貯
蔵

す
る
倉
と
し
て
の
役
割
が
中
心
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

▼
菊
池
氏
の
お
こ
り

　

菊
池
氏
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
か

つ
て
は
11
世
紀
初
め
大
宰
権
帥
と
し

て
赴
任
し
、寛
仁
3
年（
1
0
1
9
年
）

の
刀
伊
の
入
寇
を
防
ぎ
戦
功
を
あ
げ

た
藤
原
北
家
の
隆
家
の
子
孫
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
子

孫
は
延
久
2
年
（
1
0
7
0
年
）
ご

ろ
都
か
ら
肥
後
に
出
向
き
、
菊
池
に

住
み
着
い
た
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
最
近
の
研
究
で
は
、
則
隆
や
政

隆
は
「
肥
後
国
人
」
と
書
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
肥
後
の
武
士
団
が
菊

鞠
智
城
跡
と
菊
池
一
族
の
関
係

池
氏
の
祖
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
九
州
の
中
心

で
あ
る
大
宰
府
の
官
人
と
し
て
勤
め

て
い
た
肥
後
菊
池
の
役
所
の
長
官
で

あ
る
郡
司
か
軍
団
長
の
一
族
が
菊
池

氏
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
鞠
智
城
跡
と
菊
池
一
族

　

古
代
山
城
で
あ
る
鞠
智
城
は
律
令

体
制
の
組
織
で
あ
る
大
宰
府
の
管
理

下
に
あ
り
ま
し
た
。
鞠
智
城
の
終
末

期
は
米
を
保
管
す
る
倉
と
し
て
の
機

能
が
主
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
鞠
智

城
と
菊
池
郡
の
役
所
な
ど
は
当
時
の

菊
池
郡
内
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の

関
係
は
と
て
も
深
い
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
鞠
智
城
跡
の
終
末
時
期
が
以

前
よ
り
は
約
1
0
0
年
長
く
な
っ
て

お
り
、
菊
池
一
族
の
発
生
時
期
と
鞠

智
城
跡
終
末
と
の
時
間
差
が
短
く
な

り
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
、
鞠
智
城

と
菊
池
郡
の
役
所
と
菊
池
氏
の
三
者

の
相
互
関
係
は
密
接
な
も
の
で
、
菊

池
氏
の
起
源
を
鞠
智
城
と
関
連
す
る

も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

１

菊
池
の
宝
物       

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

5

鞠智城跡

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

150

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
は
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
ば
を
使
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
互
い
の
人

間
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

こ
と
ば
は
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
上

で
は
、
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

　
日
本
語
の
中
で
、
美
し
い
こ
と
ば
の

一
つ
に
、「
あ
り
が
と
う
」が
あ
り
ま
す
。

家
族
や
友
人
、
近
所
の
人
た
ち
、
仕
事

関
係
の
間
が
ら
に
お
い
て
も
、こ
の「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
こ
と
ば
で
、
何
か

ホ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
経
験
を
皆
さ
ん
も

お
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
昨

年
の
熊
本
地
震
の
際
も
、
こ
と
ば
で
勇

気
づ
け
ら
れ
、
明
日
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
と
ば
の
使
い
方

に
よ
っ
て
は
、
相
手
を
不
快
な
思
い
に

さ
せ
た
り
、
傷
つ
け
た
り
、
時
に
は
命

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
発
し
た

こ
と
ば
が
相
手
に
ど
う
受
け
止
め
ら
れ

て
い
る
の
か
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
私
も
不
用
意
な
こ
と
ば
で
、
友
人

の
怒
り
を
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
は
、
お
互
い
の
心
の
傷
が
癒

や
さ
れ
る
ま
で
相
当
な
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。こ
と
ば
は
使
い
方
に
よ
っ
て
、

人
と
の
つ
な
が
り
に
も
な
り
ま
す
が
、

一
方
で
関
係
を
断
ち
切
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

　
次
に
、
こ
と
ば
・
表
現
を
め
ぐ
る
事

例
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

❶
Ａ
さ
ん
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
（
足
の

不
自
由
な
人
が
床
に
腰
を
下
ろ
し
た
状

態
で
行
う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
こ
と
）
の

指
導
を
し
て
い
ま
し
た
。初
め
は
、コ
ー

ト
脇
の
義
足
や
ま
つ
ば
杖
に
と
ま
ど
っ

た
こ
と
も
。
し
か
し
、
取
組
を
進
め
る

う
ち
に
純
粋
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し

む
彼
ら
の
姿
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
が
、
遠
征
試
合
を
前

に
、
選
手
た
ち
に
交
通
手
段
の
確
保
を

確
認
す
る
た
め
に
声
を
か
け
ま
し
た
。

「
明
日
か
ら
の
遠
征
に
行
く
の
に
、
足

の
な
い
人
？
」
選
手
た
ち
は
笑
い
な
が

ら
、「
お
れ
た
ち
み
ん
な
な
い
よ
」
と

返
し
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
義
足
を
ふ

り
な
が
ら
の
人
も
。
Ａ
さ
ん
は
、
言
っ

て
し
ま
っ
て
か
ら
、
し
ま
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

【
人
権
を
さ
が
し
て
（
解
放
出
版
社
）

よ
り
引
用
】

❷
宴
席
で
の
会
話
で
す
。「
今
日
、
帰

り
に
足
の
な
い
人
？
」
と
、
だ
れ
か
が

尋
ね
る
と
、
Ｂ
さ
ん
は
と
て
も
悲
し
い

「
こ
と
ば
の
重
み
」
を
考
え
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

菊
池
市
地
域
人
権
教
育
指
導
員　
宮み

や

川が
わ

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。と
い
う
の
も
、

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
家
族
が
い
た
か

ら
で
す
。
そ
の
場
で
す
ぐ
に
指
摘
す
れ

ば
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
顔
見
知
り
の
相
手
に
勇
気

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
、
2
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し

た
。
❶
の
事
例
で
は
、
何
気
な
く
言
っ

た
後
に
、周
り
の
雰
囲
気
か
ら
、「
ハ
ッ
」

と
自
分
の
発
し
た
こ
と
ば
を
振
り
返
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
自
ら
が
使
っ

た
こ
と
ば
の
不
適
切
さ
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
た
事
例
と
い
え
ま
す
。
❷
の
事

例
で
は
、
こ
と
ば
を
使
う
側
は
、
差
別

の
意
図
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

人
を
傷
つ
け
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
が
日
常
的
に

話
す
会
話
の
中
に
も
、
知
ら
な
い
う
ち

に
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
と
ば
を

使
う
と
き
に
は
、
そ
の
こ
と
ば
の
も
つ

本
当
の
意
味
「
こ
と
ば
の
重
み
」
を
理

解
し
、
受
け
止
め
る
側
の
気
持
ち
に
配

慮
し
た
使
い
方
を
意
識
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

母
の
墓
、朝
鮮
戦
争
の
時
の
出
来
事
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類❷
す
で
に
進
学
の
た
め
転
出
し
て
い
る
人

が
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と

き
（
例:

菊
池
市
在
住
の
親
が
会
社
を
退

職
し
社
会
保
険
を
喪
失
し
た
の
で
、
新
た

に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
）

▼
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）
▼
資
格
喪

失
証
明
書
な
ど
社
会
保
険
喪
失
の
事
実
が

確
認
で
き
る
書
類
▼
在
学
証
明
書
や
学
生

証
（
写
し
で
も
可
）
な
ど
在
学
の
事
実
が

確
認
で
き
る
書
類

返
還
手
続
に
必
要
な
も
の

❶
卒
業
な
ど
で
学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合

▼
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）
▼
国
民
健

康
保
険
証
▼
卒
業
証
明
書
や
退
学
証
明
書

な
ど
学
生
で
な
く
な
っ
た
事
実
が
確
認
で

き
る
書
類
❷
社
会
保
険
な
ど
他
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
▼
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ

印
不
可
）
▼
国
民
健
康
保
険
証
▼
社
会
保

険
証
（
共
済
組
合
員
証
な
ど
）

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

お
知
ら
せ

畜
産
堆
肥
化
施
設
を

お
持
ち
の
人
へ

軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更
・
移

転
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

　
菊
池
市
畜
産
堆
肥
化
施
設
な
ど
に
係
る

固
定
資
産
税
の
減
免
が
終
了
し
ま
す
。

適
用
終
了
日　
３
月
31
日
㈯

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７��

　
4
月
1
日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い
る
軽

自
動
車（
50
㏄
の
バ
イ
ク
・
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
農
耕
用
作
業
用
車
両
も
含
む
）
に
、

そ
の
年
の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

現
在
車
両
が
無
く
使
用
し
て
い
な
い
場
合

も
、
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
課
税

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
車
両
が

あ
れ
ば
速
や
か
に
廃
車
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
た
め
市

外
に
転
出
す
る
と
き
、
本
市
の
国
民
健
康

保
険
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
学
生
用
の
国

民
健
康
保
険
証
（
マ
ル
学
保
険
証
）
を
交

付
で
き
ま
す
。
マ
ル
学
保
険
証
が
交
付
さ

れ
た
人
の
住
所
は
市
外
に
な
り
ま
す
が
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
転
出
前
に
所
属

し
て
い
た
世
帯
の
加
入
者
と
な
る
た
め
、

転
出
先
で
新
た
に
加
入
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
マ
ル
学
保
険
証
該
当
者
に
係
る

国
民
健
康
保
険
税
は
、
転
出
前
に
所
属
し

て
い
た
世
帯
の
世
帯
主
に
こ
れ
ま
で
ど
お

り
課
税
さ
れ
ま
す
。

交
付
手
続
き
に
必
要
な
も
の

❶
進
学
に
よ
り
転
出
す
る
と
き
▼
印
鑑

（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）
▼
国
民
健
康
保
険

証
▼
在
学
証
明
書
や
学
生
証
（
写
し
で
も

可
）
な
ど
入
学
の
事
実
が
確
認
で
き
る
書

国
民
健
康
保
険
証
（
マ
ル
学
保

険
証
）
を
ご
存
知
で
す
か

　
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
や
自
動
車
の
所

有
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
変
更
登
録
、
移
転
登
録
を
15
日
以
内

に
す
る
よ
う
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会
（
軽
二
輪
、
軽

三
輪
、
軽
四
輪
車
）

　
☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
７
５
８��

問
熊
本
運
輸
支
局
（
小
型
二
輪
自
動
車
）

　
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
８
６

問
税
務
課
市
民
税
係
（
50
～
１
２
５
㏄
以

下
バ
イ
ク
、農
耕
作
業
用
車
、ミ
ニ
カ
ー
）

　
☎（
25
）７
２
０
６

　
５
月
31
日
任
期
満
了
に
よ
る
菊
池
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
（
定
数
20
人
）
の
期
日

を
決
定
し
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
か
ら
第

５
投
票
所
を
河
原
体
育
館
か
ら
藤
田
公
民

館
に
変
更
し
ま
す
。

告
示
日　
５
月
13
日
㈰

投
票
日　
５
月
20
日
㈰

　
立
候
補
予
定
者
の
届
出
事
務
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
立
候
補
予
定
者
、
総
括
主
宰

予
定
者
、
出
納
責
任
予
定
者
は
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

と　
き　
４
月
20
日
㈮　
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
３
階
３
０
５
大
会
議
室

問
選
挙
管
理
委
員
会　
☎（
25
）７
２
０
１

菊
池
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

　
県
で
は
、
保
育
士
を
目
指
す
学
生
を
支

援
す
る
た
め
の
貸
付
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

対　
象　
保
育
士
養
成
施
設
な
ど
に
在
学

し
、
保
育
士
を
目
指
す
学
生

期　
間　
２
年
間

金　
額　
月
額
５
万
円
以
内
（
就
職
準
備

金
な
ど
の
加
算
あ
り
）
※
卒
業
後
、
県
内

の
保
育
所
な
ど
で
５
年
間
継
続
勤
務
し
た

場
合
は
全
額
返
還
免
除
。

　
貸
付
要
件
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
９
６（
３
２
２
）８
０
７
７�

保
育
士
資
格
を
有
し
て
い
る
人

の
た
め
の
貸
付
制
度

　
県
で
は
、
保
育
士
資
格
を
持
っ
て
い
て
、

今
後
保
育
所
な
ど
へ
の
就
職
を
考
え
て
い

る
人
を
支
援
す
る
た
め
の
貸
付
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

保
育
料
の
一
部
貸
付　
子
ど
も
の
保
育
料

の
半
額
（
月
額
上
限
2
万
7
千
円
）

保
育
士
就
職
準
備
金
貸
付　
転
居
費
用
な

ど
の
就
職
準
備
金
（
上
限
40
万
円
）

※
ど
ち
ら
も
2
年
間
継
続
勤
務
し
た
場
合

は
全
額
返
還
免
除

　
貸
付
要
件
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
９
６（
３
２
２
）８
０
７
７��

平
成
30
年
産
か
ら
米
の
需
給
調

整
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
30
年
産
か
ら
、
行
政
に
よ
る
「
米

の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
」
を
廃
止
し
ま

す
。
今
後
は
、
地
域
で
需
要
に
応
じ
た
生

産
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

廃
止
す
る
も
の

❶
行
政
か
ら
の
米
の
生
産
数
量
目
標
の
配

分
※
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
配
分
枠
内
で

の
集
落
内
個
人
間
調
整
、
集
落
間
調
整
は

行
い
ま
せ
ん
。　

保
育
料
に
督
促
料
と
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
ま
す

　
保
育
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
し
な

い
場
合
、
４
月
か
ら
菊
池
市
債
権
管
理
条

例
に
基
づ
き
督
促
料
と
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
４��

受
付
期
間　
4
月
2
日
㈪
～
27
日
㈮　

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▼
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
人
ま

た
は
そ
の
子
▼
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
ま
た
は

各
種
専
修
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
▼
経

済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
人
▼
日
本
学
生

支
援
機
構
そ
の
他
奨
学
金
の
支
給
ま
た
は

貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な
い
人

　
提
出
書
類
や
決
定
方
法
、
奨
学
金
変
換

方
法
な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
先
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
●申
学
校
教
育
課　
☎（
25
）７
２
３
０　

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

❷
水
稲
作
付
け
10
ａ
当
た
り
７
５
０
０
円

（
米
の
直
接
支
払
交
付
金
）
の
交
付

※
そ
れ
以
外
の
交
付
金
は
大
き
く
変
わ
り

ま
せ
ん
。

問
農
政
課　
☎（
25
）７
２
２
１

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
当
日
は
市
内
外
か
ら
多
数
の
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
す
の
で
、
沿
道
か
ら

の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　
き　
3
月
25
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

車
両
通
行
止
区
間　
▼
菊
池
市
民
広
場
前

交
差
点
（
龍
門
ダ
ム
方
面
）
▼
県
北
広
域

本
部(

菊
池
地
域
振
興
局)

～
雪
野
駐
在

所
▼
県
北
広
域
本
部
（
菊
池
地
域
振
興
局

～
高
野
瀬
前
田
橋
～
玉
祥
寺
～
肥
後
銀
行

前
～
御
所
通
り
～
菊
池
高
校
前
）

片
側
通
行
区
間　
▼
雪
野
駐
在
所
～
龍
門

ダ
ム

問
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

第
63
回
熊
日
菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
伴
う
交
通
規
制

菊池市役所

市民広場

雪野
駐在所

菊池警察署

肥後銀行

菊池高校

振興局

竜門ダム

20㎞
折返地点

10㎞
折返地点

前田橋

迫
間
川

中原
松月堂

土井スポーツ

アジフ自動車

【スタート】振興局前
【ゴ ー ル】菊池高校前

【スタート・ゴール】
振興局前

４㎞

10㎞・２０㎞

４㎞ 10㎞・２０㎞

　
平
成
30
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加

入
を
受
け
付
け
ま
す
。
万
一
の
け
が
や
賠

償
責
任
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

受
付
開
始　
３
月
１
日
㈭
～

加
入
条
件　
４
人
以
上
で
活
動
（
ス
ポ
ー

ツ
活
動
・
文
化
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
・
地
域
活
動
）
す
る
団
体

補
償
内
容　
活
動
中
と
団
体
活
動
へ
の
往

復
中
の
事
故
を
補
償
し
ま
す
。傷
害
保
険・

賠
償
責
任
保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
保
険
で
す
。

掛　
金　
中
学
生
以
下
は
年
間
８
０
０
円

～
、
高
校
生
以
上
は
活
動
内
容
で
金
額
が

異
な
り
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

　
☎
０
９
６（
２
１
３
）９
０
１
５

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

介護予防ミニ講座
飲み込む力を鍛えて誤嚥性肺炎を

予防しましょう!
食事中にむせる・咳き込む・痰がからむ方は要注意!
　飲み込む力は40代から低下していき、年齢を重ね
るごとに誤嚥性肺炎(食べ物や水分、唾液が誤って気
管に入って起こる肺炎 )になりやすくなります。飲み
込む力を鍛えて誤嚥性肺炎を予防しましょう。

飲み込む力を鍛える体操（食前が効果的）

1  嚥下おでこ体操
おでこに手を当てて、へそをの
ぞき込むようにあごを引き、手
とおでこで5秒間押し合う。これ
を5～10回行う。その時に喉仏
に力が入っていればOK。

2  べろだしゴックン体操
舌を少し口から出したまま唇を閉じ、唾液を
飲み込む。舌をあまり出しすぎないのがコツ!

手のひらの手
根部で押す

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

募
集

と　
き　
８
月
28
日
㈫
～
９
月
２
日
㈰

と
こ
ろ　
熊
本
県
立
美
術
館
分
館

出
品
部
門　
日
本
画
の
部
、
洋
画
の
部
、

写
真
の
部
、
書
の
部
、
彫
刻
の
部
、
工
芸

の
部

　
支
所
の
組
織
・
機
能
の
一
部
変
更
に
伴

い
、
現
在
の
各
支
所
「
農
林
振
興
係
」
の

業
務
窓
口
が
、
４
月
か
ら
「
地
域
・
農
政

係
」
へ
移
り
ま
す
。
農
政
、
農
業
委
員
会

関
連
の
申
請
書
受
付
・
相
談
・
証
明
書
発

行
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
支
所
で
利

用
で
き
ま
す
。

問
総
務
課
職
員
係　
☎（
25
）７
２
０
４

各
支
所
の
農
政
・
農
業
委
員
会

の
窓
口
を
移
行
し
ま
す

各支所
（３月 31 日㈯まで）

市民生活課
地域係

市民生活係
農林振興課 農林振興係

各支所
（４月１日㈰から）

市民生活課
地域・農政係

市民生活係

第
30
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
作
品

展
作
品
募
集

募
集
人
員　
10
人
程
度

修
業
年
限　
２
年

課
程　
准
看
護
科

願
書
受
付　
３
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

試
験
日　
３
月
16
日
㈮

発　
表　
３
月
20
日
㈫

問
●申
大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校

　
☎
０
９
４
４（
52
）７
６
９
８�

大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校

三
次
試
験
受
験
者
募
集

第
30
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ

ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
募
集

と　
き　
５
月
９
日
㈬
～
20
日
㈰

と
こ
ろ　
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
ほ
か

競
技
種
目　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ

ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、

健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ダ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

参
加
資
格　
県
内
在
住
で
昭
和
34
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
（
健
康
マ
ラ
ソ

ン
女
子
は
50
歳
代
の
人
も
参
加
可
）

参
加
費　
個
人
競
技　
１
人
千
円

※
団
体
競
技
は
種
目
で
異
な
り
ま
す
。

募
集
期
限　
３
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
高
齢
支
援
課
窓
口
に
設
置
し

て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
●申
（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

　
資
格
不
問
。
初
め
て
の
人
も
丁
寧
に
指

導
し
ま
す
。

就
業
場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま

ご
め
荘

採
用
予
定
数

❶
嘱
託
介
護
職
員　
8
人
程
度

※
月
16
日
程
度
の
勤
務
（
希
望
休
有
）

❷
臨
時
介
護
職
員　
2
人
程
度

※
日
勤
の
み
（
週
休
2
日
）

報　
酬

❶
月
給
17
万
８
１
０
０
円
（
別
途
夜
勤
加

算
有
り
）

❷
日
給
6
７
０
０
円

※
❶
❷
と
も
通
勤
加
算
、
社
会
保
険
有
り
。

雇
用
期
間　
4
月
1
日
～
平
成
31
年
3
月

31
日

　
詳
し
い
業
務
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く

つ
ま
ご
め
荘

嘱
託
・
臨
時
職
員
募
集

だ
さ
い
。

問
●申
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘

　
☎（
25
）１
６
０
０�

▼人的被害・建物被害の義援金基準額

熊
本
地
震
災
害
義
援
金

　
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
義
援
金
を
平
成
28
年
６
月
か
ら
配
分
し

て
い
ま
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
大
規
模
半
壊
及
び
半
壊
で
「
解
体
し
た

場
合
」
の
支
援
が
加
わ
り
ま
し
た

　
大
規
模
半
壊
及
び
半
壊
の
義
援
金
を
既

に
受
領
し
た
世
帯
は
、
基
準
額
か
ら
既
受

領
額
を
差
し
引
い
た
額
を
追
加
配
分
し
ま

す
の
で
新
た
な
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

■
申
請
期
限
を
延
長
し
ま
す

　
「
一
部
損
壊
（
半
壊
に
至
ら
な
い
）
修

理
を
行
っ
た
場
合
」
の
義
援
金
の
申
請
期

限
を
延
長
し
ま
す
。

申
請
期
限　
平
成
31
年
３
月
29
日
㈮

受
付
時
間　
㈪
～
㈮　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
※
3
月
中
の
毎
週
㈬
は
午

後
8
時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
3
月
21

日
は
祝
日
の
た
め
3
月
22
日
㈭
に
変
更
し

ま
す
。

申
請
場
所　
本
庁
福
祉
課
地
震
相
談
室

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
申
請
書
（
福
祉

課
に
設
置
）
▼
罹
災
証
明
書
（
写
し
可
）

▼
印
鑑
▼
修
理
費
用
の
領
収
書
（
原
本
）

▼
修
理
費
用
の
明
細
書
ま
た
は
内
訳
が
分

か
る
も
の
（
見
積
書
な
ど
）
▼
通
帳
の
写

し
（
原
則
と
し
て
世
帯
主
名
義
）
▼
本
人

確
認
が
出
来
る
書
類
（
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
）

対象者
（住家は罹災証明書の被害の程度）

熊本県義援金【基準額】
（配分がまだの場合）

菊池市義援金【基準額】
（配分がまだの場合）

人的被害
死亡・行方不明の家族 100 万円 ４万円

重傷者※¹ 10 万円 １万円

建物被害
（住家のみ※²）

全壊 80 万円 10 万円
大規模半壊・半壊（解体した場合） 80 万円 10 万円

大規模半壊・半壊 40 万円 4 万円
一部損壊

（建物の構造上必要な箇所の修理を行った場合）
10 万円

（修理費用 100 万円以上）
５万円

（修理費用 50 万円以上 100 万円未満）

※¹重傷者とは熊本地震を直接の原因として負傷し、１カ月以上通院が必要な人のこと（診断書が必要）。後片付けの時の負傷は対象とはなりません。
※²建物被害の住家とは熊本地震の際、実際に居住し生活を行っていた住宅のこと。

修
理
費
用
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の

　
熊
本
地
震
で
損
害
を
受
け
た
住
家
（
実

際
に
生
活
し
て
い
る
家
）
で
、
日
常
生
活

に
欠
か
せ
な
い
建
物
の
構
造
上
必
要
な
箇

所
の
修
理
。
屋
根
、外
壁
、天
井
、柱
、窓
、

窓
枠
、
給
排
水
設
備
な
ど

修
理
費
用
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
も
の

　
外
構
工
事
、
ふ
す
ま
、
障
子
、
壁
紙
の

張
替
え
、
家
電
製
品
全
般
な
ど
、
リ
フ
ォ

ー
ム
や
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
工
事

■
注
意
事
項

❶
申
請
は
罹
災
世
帯
で
１
回
の
み
で
す
。

❷
二
世
帯
住
宅
の
場
合
、
平
成
28
年
４
月

14
日
現
在
で
住
民
票
が
別
世
帯
の
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
へ
義
援
金
を
配
分

し
て
い
ま
す
。
※
世
帯
主
別
に
罹
災
証
明

書
の
発
行
と
義
援
金
の
申
請
が
必
要
で

す
。
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❸
義
援
金
の
受
け
取
り
は
原
則
世
帯
主
で

す
。
世
帯
主
以
外
が
義
援
金
を
受
け
取
る

場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

❹
一
部
損
壊
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
義
援

金
ま
た
は
菊
池
市
義
援
金
の
ど
ち
ら
か
片

方
の
み
支
給
し
ま
す
。

❺
審
査
に
よ
り
判
定
が
変
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

❻
罹
災
証
明
書
（
一
部
損
壊
・
半
壊
に
至

ら
な
い
）
や
修
理
費
用
の
明
細
書
を
持
っ

て
い
な
い
人
は
福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３

　
突
然
の
け
が
や
病
気
な
ど
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
、応
急
手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

❶
定
期
普
通
救
命
講
習　

４
月
18
日
㈬
、

５
月
16
日
㈬
、
６
月
13
日
㈬　
午
前
９
時

～
正
午

❷
定
期
上
級
救
命
講
習　
６
月
27
日
㈬　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

西
消
防
署
（
合
志
市
合
生

４
１
０
７
‐
１
）

定　
員　
各
30
人

問
●申
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
警
防
課
救

急
係　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
９

も
し
も
に
備
え
て

応
急
手
当
講
習
へ

出
品
資
格　
県
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
で

昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

出
品
作
品　
テ
ー
マ
は
自
由
。
出
品
者
に

よ
り
創
作
さ
れ
た
も
の
で
、
他
の
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
に
出
品
し
た
こ
と
が
な
い

も
の
。
１
人
１
点
。

出
品
料　
千
円

申
込
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
６
月
29
日
㈮

申
込
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

（
熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
３
番
７
号
）

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

　
F
０
９
６（
３
５
４
）３
１
０
３

手
話
奉
仕
員
の
養
成
事
業
を

受
講
し
ま
せ
ん
か

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
意
思
疎
通

支
援
を
担
う
手
話
通
訳
者
を
養
成
し
ま
す
。

　
入
門
課
程
（
18
日
程
度
）
と
基
礎
課
程

（
28
日
程
度
）
を
実
施
し
ま
す
。

期　
間　

❶
入
門
課
程　
４
月
11
日
㈬
～
８
月
８
日

㈬
ま
で
の
毎
週
㈬　
午
後
７
時
～
９
時

❷
基
礎
課
程　
９
月
５
日
㈬
～
３
月
27
日

㈬
ま
で
の
毎
週
㈬　
午
後
７
時
～
９
時

会　
場　
合
志
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
み
ど
り

館受
講
料　

無
料
※
テ
キ
ス
ト
料
で

７
１
４
０
円
が
必
要
。

受
講
資
格　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

を
持
ち
、
手
話
通
訳
活
動
が
で
き
る
人
。

※
基
礎
課
程
は
入
門
課
程
を
受
講
し
た
人

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
方
法
や
安
全

な
使
用
方
法
な
ど
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。

と　
き　
３
月
18
日
㈰　
午
前
10
時
～
午

後
５
時

と
こ
ろ　
コ
ッ
コ
フ
ァ
ー
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル

参
加
料　

無
料
※
個
別
相
談
会
は
10
分

１
０
０
円

申
込
方
法

問
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ　
村む

ら

上か
み

　
☎
０
９
０（
４
９
０
０
）４
８
４
１�

ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
教
室

　
家
庭
教
育
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
た

め
支
援
チ
ー
ム
登
録
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
登
録
団
体
に
は
啓
発
資
料
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。
※
登
録
無
料

登
録
団
体
で
の
取
り
組
み
例

▼
定
時
退
勤
日
の
設
定
、
休
暇
取
得
の
促

進
▼
家
庭
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
職
場

で
話
題
に
し
て
い
る
な
ど

問
●申
県
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
６
９
８�

「
く
ま
も
と
家
庭
教
育
支
援
チ

ー
ム
」
登
録
募
集

の
み
受
講
可
能
。

申
込
期
間　
４
月
11
㈬
～
５
月
９
日
㈬

申
込
方
法　
会
場
で
テ
キ
ス
ト
料
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

問
●申
一
般
財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉

協
会　
☎
０
９
６（
３
８
３
）５
５
８
７
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表

幹部
候補生

一般

【大卒程度試験】22 歳以上 26 歳未
満の人（20 歳以上 22 歳未満の人
は大卒 ( 見込含 )、修士課程修了者
など（見込含）は 28 歳未満の人）

３月１日㈭～
５月１日㈫

（１次）
５月12日㈯・13日㈰

（２次）
６月12日㈫～15 日㈮

（３次）海・空飛行要員のみ
（海）７月９日㈪～ 13 日㈮
（空）７月 14 日㈯
～８月２日㈭

（１次）
６月１日㈮

（２次）海・空飛行要
員のみ

（海）７月２日㈪
（空）７月６日㈮
（最終）
（陸・海）８月３日㈮
（空）８月 31 日㈮

【院卒者試験】修士課程修了者など
（見込含）で 20 歳以上 28 歳未満の
人

歯科
・

薬剤科

専門の大卒（見込含）20 歳以上
３０歳未満の人（薬剤科は 20 歳以
上 28 歳未満の人）

（１次）
５月 12 日㈯

（２次）
６月 12 日㈫～ 15 日㈮

（１次）
６月１日㈮

（最終）
８月３日㈮

一般曹候補生 18 歳以上 27 歳未満の人 ３月１日㈭～
５月１日㈫

（１次）
５月 26 日㈯

（２次）
６月 27 日㈬～７月２日㈪
※いずれか１日を指定され
ます。

（１次）
６月８日㈮

（最終）
８月３日㈮

自衛官候補生
（男子・女子） 18 歳以上 27 歳未満の人 随時 受け付け時にお知らせしま

す。
試験日にお知らせし
ます。

平成30 年度自衛官等募集 問●申自衛隊熊本地方協力本部菊池分駐所 ☎ (24)2772

と　
き　
３
月
27
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
高
齢
支
援
課

※ 

無
料
。
要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

相
談

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

女
性
の
た
め
の
総
合
相
談

も
の
忘
れ
相
談
会

男
性
介
護
者
の
つ
ど
い

と　
き　
３
月
26
日
㈪
～
30
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

と　
き　
３
月
28
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
な
ど

を
電
話
と
面
接
で
受
け
付
け
ま
す
。
女
性

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

❶
電
話
相
談

と　
き　
㈪
・
㈭
～
㈯
（
午
前
９
時
～
午

　
「
言
わ
な
く
て
い
い
一
言
を
言
っ
て
し

ま
っ
た
」、「
怒
っ
た
後
で
罪
悪
感
に
お
そ

わ
れ
る
」
な
ど
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

怒
り
の
感
情
の
正
体
を
知
り
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

と　
き　
３
月
13
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
広
間

労
働
相
談

　
社
会
保
険
労
務
士
が
直
接
ま
た
は
電
話

で
相
談
を
受
け
ま
す
。

❶
退
職
に
関
す
る
基
礎
知
識

❷
無
期
転
換
ル
ー
ル
、
労
働
時
間
、
賃
金

と　
き　

❶
３
月
７
日
㈬　
午
後
１
時
～
４
時

❷
３
月
28
日
㈬　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
県
し
ご
と
相
談・支
援
セ
ン
タ
ー

問
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
☎
０
９
６（
３
５
２
）３
６
１
３

イ
ベ
ン
ト

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
３
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
を
受
け

ま
す
。
予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
３
月
20
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
２
階
相
談
室
22

問
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

と　
き　
５
月
31
日
㈭　
午
後
２
時
開
会

と
こ
ろ　
泗
水
ホ
ー
ル

菊
池
市
市
民
会
館
自
主
事
業

林
家
た
い
平　
独
演
会

と　
き　
３
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰　

と
こ
ろ　
七
城
温
泉
ド
ー
ム

内　
容　
▼
竹
乃
会
日
舞
シ
ョ
ー
▼
カ
ラ

オ
ケ
タ
イ
ム
▼
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
・

即
売
会
、
抽
選
会

問
七
城
温
泉
ド
ー
ム
☎（
26
）４
８
０
０

七
城
温
泉
ド
ー
ム
21
周
年

春
の
感
謝
祭

玄げ
ん
海か
い

竜り
ゅ
う
二じ

一
座
特
別
講
演

と　
き　
３
月
20
日
㈫　

❶
昼
の
部　
午
後
１
時
～

❷
夜
の
部　
午
後
６
時
～

と
こ
ろ　
七
城
温
泉
ド
ー
ム

料　

金　

前
売
り
２
５
０
０
円
、
当
日

３
千
円
（
弁
当
・
飲
み
物
付
き
）

※
玄
海
竜
二
は
出
演
し
ま
せ
ん
。

問
●申
七
城
温
泉
ド
ー
ム
☎（
26
）４
８
０
０

後
４
時
）、
㈬
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）

❷
面
接
相
談
（
要
予
約
）

と　
き　
㈪
・
㈭
～
㈯
（
午
前
９
時
～
午

後
４
時
）

❸
法
律
相
談
（
要
予
約
）

と　
き　
毎
月
第
３
土
曜
日
（
午
後
１
時

～
４
時
）

と
こ
ろ　
❷
❸
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
女
性
総
合
相
談
室

問
●申
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
女
性

総
合
相
談
室

　
☎
０
９
６（
３
５
５
）２
２
２
３

対　
象　
家
族
を
介
護
し
て
い
る
男
性

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

募
集
人
数　
１
人

応
募
期
限　
３
月
16
日
㈮

採
用
期
間　
４
月
１
日
㈰
～
平
成
31
年
３

月
31
日
㈰

勤
務
日　
㈪
～
㈮
（
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
）

菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
臨
時
職
員
募
集

「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」
電
話

相
談
員
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　
自
殺
予
防
を
目
的
に「
い
の
ち
の
電
話
」

を
開
局
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
優
し
さ

を
電
話
相
談
員
と
し
て
生
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

募
集
人
数　
40
人

応
募
期
限　
４
月
27
日
㈮

応
募
資
格　
23
歳
以
上
の
人

講
座
期
間　

❶
前
期　
５
月
８
日
㈫
～
９
月
18
日
㈫

❷
後
期　
10
月
２
日
㈫
～
３
月
26
日
㈫

と
こ
ろ　
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
中
央
セ
ン
タ
ー

受
講
料

❶
前
期　
1
万
5
千
円
（
２
回
の
分
割
払

い
可
）

❷
後
期　
1
万
5
千
円
（
別
途
1
泊
研
修

費
実
費
約
8
千
円
が
必
要
）

❸
2
年
次
研
修　
6
千
円

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
顔
写
真
を
貼
り
付
け
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
●申
社
会
福
祉
法
人
熊
本
い
の
ち
の
電
話

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

問
●申
菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）３
６
３
３

入
場
料　
一
般
２
千
円
、
高
校
生
以
下
千

円
（
当
日
は
各
５
０
０
円
増
し
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　
３
月
10
日
㈯
（
チ
ケ

ッ
ト
ぴ
あ
他
菊
池
市
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
）

問
菊
池
市
文
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

肝
炎
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す

　

肝
臓
の
病
気
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
、

悩
み
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

❶
熊
本
会
場

と　
き　
３
月
５
日
㈪　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院

❷
山
鹿
会
場

と　
き　
３
月
７
日
㈬　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー　

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係　

　
☎（
25
）７
２
１
９

第
57
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
か
ら
、
菊
池

で
生
き
る
知
恵
や
経
験
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

で
移
住
・
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
鈴す

ず

木き

良よ
し

和か
ず

さ
ん
を
お
招
き
し
、
菊
池
養
生
詩
塾

の
佐さ

藤と
う

忠た
だ

文ふ
み

さ
ん
と
対
談
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
参
加
費
は
不
要
で
す
。

と　
き　
3
月
24
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
菊
池
養
生
詩
塾　
佐さ

藤と
う　

　
☎
０
９
０（
４
３
４
９
）３
５
１
１

　
市
内
で
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
合
唱
や

吹
奏
楽
な
ど
の
音
楽
団
体
、
各
学
校
の
音

楽
部
な
ど
が
発
表
し
ま
す
。
お
楽
し
み
抽

選
会
も
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

と　
き　
3
月
18
日
㈰　
午
後
１
時
開
演

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館

問
菊
池
市
文
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

き
く
ち
音
楽
ま
つ
り
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

菊
池
地
域
合
同
公
売
会

　
菊
池
地
域
の
市
町
が
合
同
で
開
催
し
ま

す
。
公
売
会
は
、
市
税
な
ど
の
滞
納
処
分

に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
公
売
し
、

代
金
を
滞
納
税
な
ど
に
充
て
る
も
の
で
す
。

　
品
物
を
会
場
で
下
見
し
た
う
え
で
入
札

に
参
加
し
、
落
札
者
は
そ
の
場
で
代
金
を

支
払
い
品
物
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
公
売
前
に
滞
納
税
が
完
納
さ
れ
た
場

合
は
公
売
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と　
き　
３
月
23
日
㈮　
午
後
１
時
開
場

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館

物
件
数　
１
２
０
点

入　
札

▼
１
回
目　
午
後
1
時
30
分

▼
２
回
目　
午
後
2
時

▼
せ
り
売
り　
午
後
２
時
40
分

▼
再
度
入
札　
午
後
３
時

必
要
な
も
の　
▼
印
鑑
（
認
印
可
・
法
人

の
場
合
は
代
表
印
）
▼
購
入
代
金
▼
身
分

証
明
証
（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）
▼
委

任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

そ
の
他

　
当
日
は
受
付
が
必
要
で
す
。
公
売
物
件

の
引
き
渡
し
は
、
買
い
受
け
代
金
納
付
時

の
現
況
で
行
い
ま
す
。
未
成
年
の
入
札
参

加
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

　

スズキエブリイ平成20年式　（せり売り予定）
走行１２８，３０２㎞　車検平成31年６月１日まで

ダイソン扇風機ファンヒーター
　見積価額15,000円

ルームランナー　見積価額10,000円eneloop充電器セット　見積価額3,000円　

PHOTO-U　見積価額1,000円

内閣制度百年記念硬貨　見積価額500円

着物7着　見積価額3,000円

　日頃の感謝の気持ちを込め、聞きなれたポップスや演
歌から本格的なクラシックまで幅広く演奏します。泗水
中吹奏楽部の1年間の集大成をご覧ください。
と　き　３月21日㈬㈷　午後１時30分 開演
ところ　泗水ホール
入場料　無料
問泗水中学校　東

ひがし　の

野
☎(38)2450

泗水中吹奏楽部
第27回定期演奏会

　「十五の手紙」や「旅立ちの日」などの合唱曲や嵐メド
レー、テレビでおなじみのポップスを演奏する楽しいプロ
グラムです。菊池南中学校合唱部も賛助出演します。
と　き　３月24日㈯　午後２時 開演
ところ　菊池市文化会館大ホール
入場料　無料
問菊池南中学校　西

にし

田
だ

　☎（25）2239

菊池南中学校吹奏楽部
第32回定期演奏会

　少人数ですが、日頃の感謝を込めて演奏します。
　「糸」、「情熱大陸」、「ディズニーメドレー」など、皆さん
が楽しめるプログラムです。ご来場お待ちしています。
と　き　３月21日㈬㈷　午後１時30分開演
ところ　菊池市文化会館大ホール
入場料　無料
問菊池高校　松

まつ

本
もと

☎(25)3175

菊池高校吹奏楽部 第34回定期演奏会

　特別養護老人ホームや地域の課題である「認知症ケア」
や「認知症予防」について講演会を開催します。参加費
無料。楽しみながら認知症について学びませんか。
と　き　３月24日㈯　午前10時～正午
ところ　特別養護老人ホーム清泉　大ホール　
参加費　無料
第１部　清泉研究発表「再び口から食べる喜びを！」（第
35回熊本県老人福祉施設協議会研究大会で金賞受賞）
第２部　特別講演「みんなで支える認知症」
問特別養護老人ホーム清泉　☎(26)4811

清泉20周年記念特別講演会

　菊池公園一帯を歩いて野鳥を探します。会員外の市
民の皆さんの参加もお待ちしています。歩きやすい服装
でご参加ください。双眼鏡は貸し出します。
と　き　３月21日㈬㈷　午前９時30分集合
集合場所　菊池公園第二駐車場
参加費　100円
観察したい鳥　ツグミ、シロハラ、シジュウカラなど
問日本野鳥の会熊本県支部菊鹿地区幹事　安

あん

藤
どう

　☎090（4585）6210

菊池公園探鳥会

　たまご型ケースに入ったお菓子をみんなで探すエッグ
ハント（たまご探し）や楽しいゲームなどを行います。
と　き　４月１日㈰　
　　　　小学生の部　午前10時～11時
　　　　幼児の部　午前11時30分～午後０時30分
ところ　ロンドン・アイ・イングリッシュ（菊池郵便局前）
参加費　300円
申込期限　３月29日㈭　午後５時
問●申ロンドン・アイ・イングリッシュ　
　☎090(9724)3640

第4回イースターエッグハントイベント

熊本洋蘭展

　熊本と近隣県の洋蘭愛好家が育てた洋蘭を展示しま
す。多くのご来場をお待ちしています。
　誰でも展示花を出品できますので気軽にお持ちくださ
い。詳細はお問い合わせください。
と　き　３月23日㈮～25日㈰　午前10時～
ところ　熊本市東区　平田ナーセリー内
展示花の搬入日　３月22日㈭　
　　　　　　　　午前10時～午後３時30分
問熊本洋蘭会　松

まつ　おか

岡　☎090（8081）0533

　初・中級者のテニス教室を行います。テニスを始めた
い人や上達したい人など、小学４年生から参加できます。
と　き　４月３日㈫～６月５日㈫　
　　　　毎週㈫午後７時～９時（全10回）
ところ　七城屋内スポーツセンター・オムニコート
指導者　テニスクラブコーチ＆市テニス協会役員
参加費　１人4,000円（高校生以下3,000円）
申込期限　３月30日㈮
問●申菊池市テニス協会事務局  竹

たけ

森
もり

　
　☎090（3017）2989

第10期ビギナーテニス教室募集

　熊本県年金受給者協会は年金受給者を主体とした、会
員制の任意団体です。会員の福祉の向上と会員相互の
親睦や、年金生活を守るための事業を展開しています。
会員特典　県内外の企業と特約契約を結び、各種割引
サービスを提供。（買い物・宿泊施設・レジャー施設など）
健康づくり　グラウンドゴルフ（７回）、ゲートボール（３回）、
芸能大会（１回）などを毎年開催しています。
年会費　2,000円（３月の加入者は次年度無料）
会　報　年４回発行（事業の参加者はがきで募集）
問淵

ふち

上
がみ

　☎ (25)4716

熊本県年金受給者協会菊池市部会
新規会員募集

　真拳塾は、空手道をとおして地域社会の健康・青少年
育成に貢献しできるよう日々稽古に励んでいます。空手
はTOKYO2020オリンピックから追加種目となり、現在
注目が高まっています。
と　き　月曜日 午後６時３０分～８時３０分
　　　　金曜日 午後６時３０分～８時３０分
　　　　土曜日 午前９時００分～１２時００分
ところ　泗水公民館（軽運動室）　場所変更あり
月会費　3,000円
問中

なか

山
やま

　☎090（4982）5593

空手教室「真拳塾」
生徒募集

※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報で
はありません。ご不明な点などありましたら各問い合わせ
先へご連絡ください。

※ 投稿は随時募集しています。詳しくは市長公室広報交流係
までお問い合わせください。

　☎0968（25）７２５２　 Ⓜkouhou@city.kikuchi.lg.jp

今年も
開催決定！

４月6日（金）・７日（土）・8日（日）

【問い合わせ先】
 菊池映画祭実行委員会  ☎080-6474-4136

午前９時～ 菊池市文化会館
午後５時～ 菊池松囃子能場周辺
　　　　　（きくちの夜会）

菊池会場４月７日㈯

 「Android」の場合 ⇒ Google playから「HP Reveal」
で検索してインストールします。

　「iphone」「ipad」の設定はホームページをご覧ください。
　（「菊池市 AR」で検索）

「 」のマークがある写真にカメラをかざすと動画を　
見ることができます。

 HP Revealを起動後、「癒しの里 菊池」チャンネルを
検索してフォローし、画面下部の 　 をタップします。

動画の視聴方法
広報写真が動き出す！？
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.43

11月28日

12月15日

12月９日

質問にも答えてくれました

２年生「名前を見てちょうだい」

学習発表会に登場しました

サインの意味を確認しました

３年生「モチモチの木」

若龍と並んでいます

んなが暮らしやすい社会へ

習成果発表会

小龍誕生！

み

学

隈

旭志小学校

泗水東小学校

隈府小学校

　４年生の児童と障害者労働センター代表の倉
く ら

田
た

哲
て つ

也
や

さんの交流会を開催しました。障がいのある
人が利用する車や施設の表示ついて学んだり、足
で運転ができるよう特別に改造された車に乗せて
もらい、障がいのある人もない人も快適に暮らせ
る社会について考えました。

　全校生徒による学習成果発表会を開催しました。
各学年が授業や総合学習、修学旅行で学んだこと
を音楽劇や構成詩でなどで発表。練習の成果が現
れた子どもたちの大きな声や工夫を凝らした演出に、
来場した保護者や地域の皆さんから大きな拍手が
送られました。

　菊池市の歴史を学ぶ学習活動で、３年生が「白龍
伝説」に登場する白龍を製作しました。力を合わせ
て作った白龍は隈府小の「隈」と「小」、小さい龍の

「小」と「龍」をかけて「隈
わ い

小
しょう

龍
りゅう

」と命名。菊池市役
所の正面玄関に展示され、菊池のまちを見守って
います。

七城中学校
しい年を迎える準備新12月25日

　全校生徒が集い、毎年恒例の餅つきを行いまし
た。保護者やむつみ会会員の指導の下それぞれの
学級で力を合わせつきあげた餅が完成。校庭には
息のあった掛け声が響いていました。同時進行でＰ
ＴＡ執行部は門松を製作し、輝かしい新年を迎える
準備が整いました。

お手本を見ながら丸めます

ＰＴＡ執行部による力作

掛け声で息を合わせます

泗水中学校
開催！校内駅伝大会初12月22日

　３学年各クラスから２チーム、合計22チームが出
場。全力で襷をつなぐ白熱した戦いを繰り広げまし
た。各学年の優勝クラスは下記のとおりです。
１年生の部　１年３組
２年生の部　２年３組
３年生の部　３年４組

スタートを前に気合い十分

心を1つに襷をつなぎます

　

一
つ
一
つ
丁
寧
に
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
き
ま
す
。

㈱
昭
和
産
業

◆
所
在
地　
泗
水
町
永
８
９
６

◆
従
業
員　
37
人

◆
設　
立　
昭
和
61
年

☎
０
９
６
８（
38
）４
５
７
３

◆
主
な
事
業　
バ
イ
ク
部
品
の
加
工
、
出
荷
を

は
じ
め
、
車
庫
・
倉
庫
の
建
て
方
な
ど
の
鉄
骨

全
般
と
、
企
業
の
作
業
着
や
制
服
な
ど
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容　
バ
イ
ク
部
品
の
加
工
選
別
部
門
、

鉄
骨
加
工
の
鉄
骨
部
門
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
部
門

の
3
部
門
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
で
プ
ロ
の
集
団
が
控
え
て
お
り
、
責
任
を

も
っ
て
お
客
さ
ま
の
依
頼
を
承
っ
て
い
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
車
庫
、
倉
庫
、
小
屋
の

建
て
方
な
ど
何
で
も
依
頼
を
承
っ
て
い
ま
す
。

菊
池
市
が
こ
れ
か
ら
も
発
展
す
る
よ
う
に
、
仕

事
を
通
じ
て
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
の
加
盟
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
産
業
振
興
や
市
勢
発
展
の
た
め
市
内
企
業
61
社
が

加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。

�

会社外観

代表取締役：荒
あら

木
き

寿
ひさ

男
お

さん作業風景

菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
と
は

　

主
に
会
員
相
互
の
連
携
と
研
修
会
な
ど

を
通
し
て
企
業
の
発
展
を
目
指
し
活
動
し

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
活
動
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
研
修
会

　

企
業
の
定
着
率
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
近
年
は
売
り
手
市
場

で
あ
る
た
め
、
ど
の
会
員
企
業
も
採
用
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。
採
用
し
た
人
材
を
い

か
に
企
業
に
定
着
さ
せ
る
か
、
離
職
を
抑

え
る
た
め
の
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
城
山
の
日
）

　

地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
イ
ベ
ン
ト
の
「
城
山
の
日
」
に
参
加
し
、

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
に
貢
献

す
る
と
い
う
達
成
感
を
味
わ
い
、
企
業
間

の
交
流
も
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
企
業
間
の
交
流
を
図
り
な
が
ら

菊
池
市
と
会
員
企
業
の
発
展
を
目
指
し
活

動
に
励
み
ま
す
。

ボランティア活動

研修会

一斉にスタート！

vol.13

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

あ
っ
と
い
う
間
の
３
年
間

人
の
つ
な
が
り
に
感
謝

現
在
、11
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

各
自
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

移
住
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

村む
ら

上か
み 

貴た
か

志し

さ
ん

　

移
住
フ
ェ
ア
で
の
菊
池
の
Ｐ
Ｒ
や
、

移
住
者
へ
の
空
き
家
紹
介
。
自
分
に

と
っ
て
未
知
の
分
野
の
業
務
で
し
た
。

２
年
目
に
は
熊
本
地
震
が
発
生
。
が

れ
き
の
回
収
や
農
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
支
援
を
行
う
な
か
で
、さ
ま
ざ

ま
な
人
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
龍
門
地
区
の
人
た
ち
に
は
地
域

に
溶
け
込
め
る
よ
う
多
く
の
集
ま
り

の
場
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

温
か
く
移
住
者
を
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
場
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、充
実
し

た
活
動
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

任
期
は
残
り
１
カ
月
。
活
動
を
経

て
興
味
を
持
っ
た「
農
業
」を
な
り
わ

い
と
し
、
卒
業
後
も
引
き
続
き
菊
池

に
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

知
人
か
ら
島
ら
っ
き
ょ
う
の
栽
培
を
勧

め
ら
れ
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
育
て
て

い
ま
す
。
大
変
な
道
の
り
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、農
業
を
自
分
な
り

の
切
り
口
で
捉
え
て
い
き
た
い
で
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ま
、本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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　菊池女子高校の生徒が菊のフラワーアレンジメントを制
作しました。同校は今年度初めて菊の栽培に取り組み、昨
年 11 月に開催された菊人形・菊まつりに約 90 鉢を出品。
展示終了後の菊を利用して作品を仕上げました。

市花の菊でフラワーアレンジメント
12 月 15 日　菊池女子高校

色とりどりの菊を生け、個性溢れる作品を仕上げました

　菊池ライオンズクラブの皆さんが厚生労働大臣感謝状を
受賞。会員が報告のため市役所を訪れました。同クラブは
昭和 36 年に創立。以降、薬物乱用防止のための運動に積
極的に参加。その功績が認められ感謝状が贈られました。

菊池ライオンズクラブに感謝状
12 月 19 日　厚生労働大臣感謝状

江頭市長と会員の皆さん

　旭志中の生徒が、自治公民館活動推進員旭志支部会員の
案内で地域の 70 歳以上の一人暮らしの人（90 人）を訪ね、
花を手渡しました。生徒たちは「喜んでもらえてよかった。
これからも地域に気を配りたい」と笑顔を見せました。

心を込めた花で地域を元気に
12 月 20 日　一人暮らしの人へ花を配布

一軒ずつ花とメッセージカードを手渡し、地域のつながりを深め
ました

　勤労感謝の日を前に菊池幼稚園の年長組園児 23 人が菊
池警察署を訪問。感謝の気持ちを寄せ書きにして贈りまし
た。園児たちは「いつもお仕事頑張ってくれてありがとう
ございます」と笑顔で話しました。

毎日のお仕事にありがとう
11 月 22　勤労感謝の日

寄せ書きを手渡し、感謝の言葉を伝える園児たち

　第 67 回社会を明るくする運動作文コンテストで、福島
陽斗さん（花房小 5 年）が熊本県推進委員会委員長賞（熊
本県知事賞）を受賞しました。福島さんの作文は、熊本県
代表として中央推進委員会に推薦されます。

福
ふく

島
しま

陽
あき

斗
と

さんが熊本県知事賞受賞
11月22日　社会を明るくする運動作文コンテスト

原
は ら

田
だ

和
か ず

幸
ゆ き

教育長㊧に受賞の報告する福島さん㊥と担任の江
え

口
ぐ ち

大
だ い

悟
ご

先生㊨

　地域特産品への理解を深めてもらおうと菊池市菊芋ヤー
コン振興協議会が主催し、28 人が参加しました。参加者
は「体験や講演会の話から、ヤーコンや菊芋を取り入れて
みたくなった」と興味を深めていました。

菊芋・ヤーコンの魅力を再発見
11 月 11・26 日　菊芋・ヤーコン収穫体験ツアー

参加者の皆さんと講師を務めた生産者の皆さん

　青木満さん（北住吉）が平成 29 年秋の緑綬褒章を受章
しました。青木さんは食生活改善推進員協議会（ヘルスメ
イト）でのボランティア活動を 31 年間継続。平成 24 年度
から 28 年度までは県食生活連絡協議会会長を務めました。

青
あお

木
き

満
みつる

さんが秋の緑綬褒章受章
11 月 27 日　平成 29 年秋の緑綬褒章　

青木さんは「ヘルスメイトの皆さんの支えがあってこその受賞。
本当に感謝したい」と喜びを語りました

　菊池公園の一角に隈府の町並みを一望できる展望所が新
しく完成しました。遠くは金峰山や雲仙などの山並みを見
渡せ、夕陽や夜景を見るのにもぴったりのスポットです。
ぜひお立ち寄りください。

城山展望所オープン
12 月 17 日　菊池公園

展望所からの眺め

ました。当日は竜門ダムウオーキング 2017 も開催され、
家族連れなど市内外から約 275 人が参加。12 キロと 6 キ
ロコースに分かれて歩き、寒空の下で菊池の大自然を満喫
していました。

ウオーキングをスタートした参加者の皆さん。ゴール後は地元グ
ルメで舌鼓を打ちました

　龍門ふるさとまつりが竜門ダムエントランス広場で開催
されました。ステージイベントでは住民や子どもたちがダ
ンスや歌などを披露。ダイコンや米など地元の農産物の競
り市や、旬を迎えたシイタケの無料試食会などでにぎわい

食べて歩いて大自然を満喫
11 月 19 日　龍門ふるさとまつり・竜門ダムウオーキング

取れたて農産物の競り市。中には大量に買う人の姿もありました

　（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業
として、宝くじの受託事業収入を財源に行うコミュニティ
助成事業により玉祥寺区に公民館が建設されました。公民
館の活用による玉祥寺区の活性化が期待されます。

宝くじの助成金で玉祥寺公民館を建設
12 月 3 日　宝くじ社会貢献広報事業

㊧新たに建設された玉祥寺公民館　㊨玉祥寺公民館新築落成祝賀
会

　市内の３高校（菊池高・菊池農業高・菊池女子高）の魅
力を伝える取り組みとして、合同発表会を開催しました。
地元の高校来てもらおうとと、今回は市内５つの中学校の
２年生を招待。演奏や踊りなどを披露し魅力を伝えました。

市内３高校が魅力を発信
12 月 18 日　ハイスクールフェスティバル

３高校の魅力を PR し、頑張る高校生の姿を市民に伝えることで地
域の活性化につなげようとの思いもあります

11

1
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限りある紙面、でも掲載できないのはもったいない！
トピックス＋プラスでは、まちの出来事などをダイジェストでお知らせします。＋プラス ※ホームページにもまちの話題を掲載しています。ぜひご覧ください。

　菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/

■ 12 月３日　雪野収穫祭

■ 12 月 19 日　熊本県知事感謝状

■ 12 月５日　わいふ一番館企画展

■ 12 月 15 日　料理教室　

見事な包丁さばきを見せる人も普段料理を
しない人も一緒に楽しみました

江頭市長と岡本さん

菊池川流域の米作り文化を紹介する展示に
見入る来場者

地域で採れた新鮮な野菜や特産物がずらり
と並びます

地域で採れた特産品が勢ぞろい

岡
おか

本
もと

孝
たかし

さんに県知事から感謝状

日本遺産菊池川展開会式

料理で楽しくコミュニケーション

　雪野ふるさと広場で雪野収穫まつり
が開催され、区民や近隣住民など大勢
の来場者でにぎわいました。会場には
フリーマーケットや飲食店が軒を連
ね、野菜のせり市や大道芸ショーなど
で盛り上がりました。

　岡本孝さん（中原）が熊本県知事感
謝状を受賞しました。岡本さんは 13
年の長きにわたり薬物乱用防止運動指
導員として活動。麻薬や覚醒剤などの
薬物乱用防止運動に大きく貢献しまし
た。

　菊池川流域の米作り文化が日本遺産
に認定されたことを記念した企画展の
開会しました。米作り文化とその文化
的景観の豊かさを分かりやすく紹介す
る内容で、３月 31 日㈯まで開催して
います。

　菊池市身体障がい者福祉協議会（黒
く ろ

田
だ

章
あきら

会長）が会員を対象に料理教室を
開催し、８人が参加しました。黒田会
長は「今後も笑顔でコミュニケーショ
ンができる料理教室を続けていきた
い」と話しました。

■ 12 月28 日　倉敷紡績㈱
自社製タオルハンカチを寄贈

　森北工業団地内に立地する倉敷紡績
株式会社が、地域貢献と地域活性化を
目的に市内保育所に自社製品を寄贈し
ました。寄贈は昨年に続き２回目。抗
菌・抗ウイルスハンカチは市内の各保
育所で活用されます。

 

㊧中村健康福祉部長、㊨倉敷紡績㈱化成品
事業部熊本開発センター森

も り

永
な が

泰
や す

史
し

主任部員

■ 11月19 日　第63回西日本弓道大会

■12月２日　菊池ふるさとかるた大会

■ 11 月 23 日　菊池白龍館　

■ 11 月 22 日　さくらんぼ HOUSE■ 11 月 22 日　ミライアル復興式

■ 11 月 27 日　南・賀屋賞

■ 11 月 29 日　プラチナ人財育成塾

地域の健康づくり推進への貢献が認められ
ました

それぞれの学びを発表する参加生徒たち

賞状を手にする選手たち

「これから地域の子育てのお手伝いをした
い」と今後の抱負を語りました

事業所の復興と益々の発展を祈念し、テー
プカットを行いました

※２月号の掲載内容に誤りがありました。
お詫びして再度掲載します

各校での練習の成果を発揮し、熱戦が繰り
広げられました

アルバムやエコーの写真を見たりして、子
育ての楽しさや難しさ実感しました

川口すみ子さんが個人優勝

ふるさとかるたで真剣勝負

剣道で姉妹都市西米良村と交流

菊池高生が子育てママと交流

坂本民子さんが表彰

熊本地震を乗り越え復旧

菊池市食生活改善推進協議会が受賞

参加者市長報告会

　宮崎県都城市で開催された第 63 回
西日本弓道大会で、川

か わ

口
ぐ ち

すみ子
こ

さん
（亘）が女子個人優勝に輝きました。
川口さんは「菊池の弓道場は素晴らし
い。よい環境も結果を残せた要因の一
つ」と喜びを語りました。

　市青少年育成市民会議と市教育委員
会が開催し、市内各小学校から 40 チー
ム、149 人が参加しました。市内の名
所旧跡を題材としたかるたの真剣勝負
をとおし、ふるさとにについての学び
を深めました。

　菊池白龍館が宮崎県西米良村トレー
ニングセンターで開催された第 62 回
菊池公追悼剣道大会に出場しました。
結果は西米良村の村所小学校に敗れ準
優勝でしたが、剣道をとおして交流を
深めることができました。

　菊池さくら保育園、子育て支援セン
ターさくらんぼ HOUSE で交流会を開
催し、菊池高校の生徒約 190 人と親
子 18 組が交流しました。生徒たちは
赤ちゃんを抱っこしたり話を聞いたり
して子育てについて学びました。

　母子保健推進員の坂
さ か

本
も と

民
た み

子
こ

さん（妻
越）が全国母子保健推進会議会長賞を
受賞しました。坂本さんは平成 4 年か
ら委員としての活動をはじめ、地域で
安心して子育てができるよう取り組み
を継続しています。

　住吉工業団地内に立地している合成
樹脂製品会社ミライアルの熊本事業所
が、復興式を行いました。江頭市長は

「甚大な被害をはねのけ懸命に復旧を
果たした。これからも地域とともに発
展してほしい」と話しました。

　菊池市食生活改善推進員協議会 ( 松
ま つ

永
な が

利
と し

子
こ

会長 ) が南・賀屋賞を受賞しま
した。松永会長は「賞を誇りに、さら
にヘルスメイトが一丸となって菊池市
民の健康づくり活動を行いたい」と今
後の抱負を述べました。

　昨年８月３日～７日に千葉県柏市で
開催されたプラチナ未来人財育成塾の
参加者７人が、研修で得た学びを報告
しました。落ち着いて発表する生徒の
姿に、江頭市長や社会教育委員、保護
者らから大きな拍手が送られました。

■ 11 月 24 日　商工会青年部　

気温約 10℃の寒空の下励まし合いながら
川の中を進む部員たち

厄年の無事を願って

　北宮阿蘇神社で菊池市商工会青年部
の厄入り祈願祭がありました。神事終
了後には、今年厄入りを迎えた部員と
関係者が赤ふんどし姿で６年ぶりに神
社前の菊池川に入り、対岸に立てられ
た御幣を神社まで持ち帰りました。

■11月27日　健やか親子21全国大会

■ 12 月 18 日　熊本地震復興支援

左から会員の福
ふく

村
むら

三
みつ

男
お

さん、杉田会長、江
頭市長

福樹会が復興寄付

　熊本地震被害からの復興に役立てて
ほしいと、福樹会（杉

す ぎ

田
た

貞
て い

治
じ

会長）が
市に寄付金を贈りました。同会が主催
するチャリティーゴルフで募金活動を
行い寄贈。杉田会長は「まちづくりに
役立ててほしい」と話しました。

■ 12 月28 日　熊本農人プロジェクト

側溝に詰まった土砂をスコップで掘り出し
水が流れるようにしました

熊本農人プロジェクト in 重味

　県が進める「くまもと農
の う

人
と

プロジェ
クト」が重味地区であり、親子や学生
ら 24 人が参加しました。重味青空市
場で餅つきを体験後、フットパスコー
スを徒歩で移動。農道の側溝に詰まっ
た土砂を取り除いて汗を流しました。

■ 12 月 14 日　サプライズ訪問

一人一人に「メリークリスマス」と声をか
ける堤さん

笑顔を届けにメリークリスマス！

　サンタクロースに扮した堤
つつみ

照
てらす

さん
（栄町・85 歳）が市内のイベント会場
をサプライズ訪問。紅白まんじゅうを
贈りました。堤さんは「みんなの喜ぶ
顔が見たくて続けてきた。これからも
続けていきたい」と笑顔を見せました。

■１月５日　穴川夜神楽
鬼神の御幣を奪う「穴川夜神楽」奉納

班蛇口の穴川菅原神社で穴川夜神楽が
奉納されました。神楽は 10 座で構成。
最後の「鬼神の舞」に登場する鬼神が
持つ御幣は、1 年間の無病息災のお守
りになるといわれ、この日も多くの人
がご利益を求めて訪れまました。

鬼神の舞。300 年以上伝わる神楽で、市の
無形民俗文化財に指定されています
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休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎ 0968(25)3300 でご確認ください。

３月25日
㈰

河野内科クリニック（内・呼内・ア・循
内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

旭志石田医院（内・循・神内） 菊池市 0968（37）2037

のざわ医院（内・胃・外） 大津町 096（293）8000

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

つつじ台歯科医院 大津町 096（294）0882

４月１日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001

菊池中央病院（内・外） 菊池市 0968（25）3141

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

４月８日
㈰

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003

城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506

いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000

４月15日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151

後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 0968（25）2906

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

３月４日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566

緒方整形外科医院（整・リウ・リハ） 合志市 096（248）8181

斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177

今村歯科医院 合志市 096（345）2264

３月11日
㈰

千年内科クリニック（内・循内・小） 合志市 096（273）7227

赤星医院（内・呼） 菊池市 0968（25）2738

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

まつおか歯科医院 菊陽町 096（292）3080

３月18日
㈰

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

樽美外科整形外科医院（整・リハ・外） 大津町 096（293）2100

たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（233）3387

たけした歯科 菊陽町 096（339）3387

３月21日
㈬㈷

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

牧診療所（内） 菊池市 0968（25）2317

いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311

深川調剤薬局 菊池市 0968（25）5466

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.47

◆
日
常
で
何
気
な
く
使
っ
た
言
葉
が
図
ら

ず
も
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
。
誰
し
も
が

経
験
し
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

言
葉
を
発
す
る
側
と
受
け
取
る
側
で
、
そ

の
言
葉
の
持
つ
意
味
が
全
く
違
う
場
合
が

あ
る
か
ら
で
す
。
と
り
わ
け
、
私
た
ち
が

気
付
か
な
い
う
ち
に
差
別
に
つ
な
が
る
言

葉
を
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
れ
ば
大
き

な
問
題
で
す
。
◆
「
ど
こ
の
馬
の
骨
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
元
々
は
中
国

で
「
役
に
立
た
な
い
も
の
」
を
指
す
表
現

で
し
た
が
、
日
本
で
は
い
つ
し
か
「
素
性

の
分
か
ら
な
い
人
」
を
指
す
言
葉
に
な
り

ま
し
た
。
過
日
、
私
は
自
分
自
身
を
卑
下

す
る
意
味
合
い
で
、
特
段
深
い
考
え
も
な

く
こ
の
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
こ
の
言
葉
が
か
つ
て
は
部
落
差

別
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
付
き
愕
然

と
し
て
、
自
分
の
不
明
を
大
い
に
恥
じ
入

り
ま
し
た
。
◆
自
身
に
向
け
た
謙
遜
表
現

な
ら
ば
、
あ
る
い
は
大
多
数
が
差
別
と
感

じ
な
け
れ
ば
構
わ
な
い
で
は
な
い
か
と
の

考
え
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
過
去
に
実
際
に
差
別
表
現
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

そ
の
言
葉
に
差
別
を
連
想
し
て
心
の
痛
み

を
感
じ
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
無

知
ゆ
え
に
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
も
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
身
体
的
な
傷
は
い
つ
か
は
消
え

て
も
、
心
の
傷
は
容
易
に
は
癒
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。「
言
葉
は
言こ

と

霊だ
ま

」。
そ
の

意
味
合
い
の
深
さ
を
あ
ら
た
め
て
心
に
刻

み
込
み
ま
し
た
。

言葉は言
こと

霊
だま

西
にし

本
もと

颯
そう

佑
すけ

くん（○泗 富の原東） 山
やま

本
もと

羽
は

流
る

くん（○菊 上西寺）今
いま

村
むら

心
こ

春
はる

ちゃん（○菊 亘）本
ほん

多
だ

咲
み

夢
ゆ

ちゃん（○菊 花房台）

緒
お

方
がた

太
たい

河
が

くん（○菊 遊蛇口） 上
うえ

村
むら

朋
とも

花
か

ちゃん（○菊 玉祥寺）

佐
さ

藤
とう

ももちゃん（○泗 富の原台）松
まつ

永
なが

啓
けい

汰
た

くん（○菊 北原） 高
たか

瀬
せ

めぐちゃん（○泗 富の原中央） 西
にし

田
だ

愛
あい

咲
ら

ちゃん（○菊 玉祥寺）

今
いま

村
むら

心
と

葵
あ

くん（○旭 湯舟）中
なか

武
たけ

由
ゆ

寧
ね

ちゃん（○泗 桜山五） 東
ひがし

　佑
ゆう

弥
や

くん（○泗 辰頭西団地） 徳
とく

渕
ぶち

菜
な

々
な

ちゃん（○菊 菊池平野）

谷
たに

口
ぐち

満
み

咲
さき

ちゃん（○泗 桜山七） 坂
さか

井
い

斗
とう

夢
む

くん（○七 上橋田） 岩
いわ

根
ね

瑠
る

亜
あ

ちゃん（○泗 富の原西） 中
なか

川
がわ

想
そ

乃
の

架
か

ちゃん（○菊 遊蛇口）

木
き

村
むら

璃
り

奈
な

ちゃん（○泗 富の原一） 川
かわ

口
ぐち

歩
ほ

乃
の

佳
か

ちゃん（○菊 北原） 斉
さい

藤
とう

虎
こ

太
た

朗
ろう

くん（○泗 富の原北） 後
ご

藤
とう

恭
きょう

士
し

郎
ろう

くん（○菊 袈裟尾）

平
成
30
年
４
月
ま
で
に
誕
生
日
を
迎
え
る
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
市
長
公
室
広
報
交
流
係　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

塚
つか

本
もと

莉
り

彩
さ

ちゃん（○泗 田吹） 塚
つか

本
もと

千
ち

煌
あき

くん（○泗 田吹）
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